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「子どもアカデミー」活動の趣旨と概要 

 

 子どもアカデミー代表 高木 徹 

 

「子どもアカデミー」は、教師をめざす児童教育学科の学生たちが、小学生に楽しく分

かりやすく学習を支援する課外活動です。2013 年度から活動が始まりました。 

児童教育学科では２年次秋学期に小学校で「観察実習」を行い、小学校現場の雰囲気に

慣れたうえで、３年次春学期に「小学校教育実習」に臨みます。ただ「観察実習」では授

業を担当することはできず、「小学校教育実習」で初めて授業を担当する学生たちにとっ

ては、いろいろと戸惑うことも多いと思われます。そこで、「小学校教育実習」の前に、

子どもたちに教える機会をつくりたい、という狙いで始められたのがこの活動です。 

2016 年度は春日井市教育委員会主催の土曜チャレンジ・アップ教室を開催しました。土

曜チャレンジ・アップ教室では、春日井市立小学校 4校に出向き、小学 4年生から 6年生

までの子どもたちを対象に、月に 1回土曜日にセミナーを実施しました。当日までに、学

生スタッフは何週間も担当教員のもとで研修を受け、教科学習のほか、授業構成や制作物

の指導などを学び、子どもたちに伝えるかにはどのような工夫が必要かを検討しました。

土曜チャレンジ・アップ教室での全ての活動は活動の経緯や具体的な出来事を記録し、講

座終了後には報告会を実施し、講座内容の振り返りと今後の課題を見出し、本報告書を作

成しました。 

この一連の活動が 2016 年度の子どもアカデミーの活動です。学生は、小学生の様々な

分野の学習をきちんと支援できるよう、大学の授業以外の時間にも準備を重ねており、そ

の準備には、児童教育学科の教科専門の教員たちが強力にバックアップしました。 

最後となりましたが、2016 年度の活動は春日井市教育委員会及び春日井市立小学校の学

校長をはじめとする多くの方々のご支援を得て活動できたことに感謝申し上げます。この

ような活動は、学生たちやそれを支える教員の地域貢献の場であると同時に、学生の教育

実践力を育てる貴重な機会の場でもあります。今後も持続的に本活動を推進していきたい

と考えています。 

「子どもアカデミー」教員組織（2016 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 教授 高木 徹   

  吉田 直子 三島 浩路  

 准教授 小笠原 豊 橋本 美彦 小池 嘉志 

  長尾 寛子 古市 真智子  

 講師 味岡 ゆい   
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１．土曜チャレンジ・アップ教室の概要 

（1）活動の経緯・趣旨 

 本年度は、春日井市立北城小学校・松原小学校・勝川小学校・松山小学校にて、土曜

日の午前中 2時間を用いて、活動を実施した。対象は 4～6年生。「楽しくてちょっと学

べる土曜日学習」をテーマに、児童らが小学校で学習した内容を活かした企画設定を目

指し、学習内容の応用を通して、児童らの発展的発想力を養うことが活動のねらいであ

る。本活動は、春日井市教育委員会学校教育課の支援のもとに実施した。 

 

（2）学生組織 

  学生は 65名（1年生 32 名、2年生 28 名、3年生 5名）が参加した。 

参加学生を 4チームに分け、1チーム 14、16 名とした。1チームで 1つの企画を練

り、10 月から 12 月にかけて 3つの小学校へ出向き企画を行った。企画リーダーは毎月

異なる学生が担当し、企画を進行した。土曜チャレンジ・アップ教室の当日運営は、受

付から誘導、企画担当などすべてを 1チームのみで対応した。しかし、毎企画、別のチ

ームから取材班 2～4名を派遣させ、企画後、子どもアカデミーHP 用の報告書と企画に

対する意見書をまとめ、お互いの企画に対しての課題を検討した。 

  

リーダー宮部成矢（16名のチーム） *一部参加 

2 年生 粟生友貴 宇佐美大地 神谷澪男* 鈴木綾乃 鈴木俊佑 

 渡辺真由     

1 年生 赤堀亜弓 稲田千幸 國丸彩和実 中野弘貴 丹羽広香 

 増田奈笑 松尾貴雄 松澤史憲 村田大晟  

リーダー稲垣雄太（14名のチーム） 

2 年生 浅井来貴 鈴木彩乃 成瀬賢一 吉岡隼大 渡邉僚太 

1 年生 石谷彩恵 岩井妃菜 上坂真生 加藤眞衣 河邉俊太郎 

 倉地真歩 山田悠斗 山田蓮   

リーダー深見茉由**（14 名のチーム） *一部参加 *＊全体サブリーダー 

2 年生 飯沼 勝悟 池林幸太郎 鈴木 情剛 丹羽 真康 矢野まりな 

1 年生 伊藤 峻 片岡 巧 作山隆一郎 高島祐香 田中真生 

 船橋明日香 船場直道* 森中智愛   

リーダー中島宏樹***（14 名のチーム） ***全体リーダー 

2 年生 伊藤優樹 春日部匠 熊谷謙一郎 竹内翔哉 永江亜椰 

1 年生 木股和希 木村瞭汰 清水 航 鈴木遥大 宮﨑華源 

 山田沙奈 山田菜摘 若林知沙   

その他 

3 年生 窪田真子 下村優介 塚原嘉洋 平野勝洋 松岡祐太 
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（3）活動スケジュール 

  土曜チャレンジ・アップ教室は基本的に月に 1回、土曜日の午前中に小学校へ学生が

出向き行った。企画の準備は全体会にて学生間で日程を決め、実施した。全体会及び企

画の日程は表 1である。 

 

表 1．2016 年度土曜チャレンジ・アップ教室スケジュール 

全体会 北城小 松原小 勝川小 松山小 

 

 

   

－ 

 

6 月 

第 3 週

水曜日 

6/11 

Top:鈴木（宮部 T） 

「和風照明」 

Teacher:味岡 

6/11 

Top:𠮷岡（稲垣 T） 

「葉脈標本」 

Teacher:吉田 

  6/25 

Top:中嶋（中嶋 T） 

「葉脈標本」 

Teacher:高木 

7 月 

第 3 週

水曜日 

7/2 

Top:浅井（稲垣 T） 

「葉脈標本」 

Teacher:味岡 

7/2 

Top:神谷（宮部 T） 

「和風照明」 

Teacher：味岡 

7/9 

Top:伊藤（中嶋 T） 

「葉脈標本」 

Teacher:小笠原 

7/9 

Top:鈴木（深見 T） 

「和風照明」 

Teacher:小笠原 

9/12 

10 月 

第 3 週

水曜日 

10/29 

Top:深見（深見 T）

「ふりふり発電

実験」 

Teacher:味岡 

10/29 

Top:永江（中嶋 T）

「万華鏡を作ろ

う！」 

Teacher: 味岡 

10/22 

Top:宮部（宮部 T） 

「一瞬で絵が変わる！マ

ジックキューブ」 

Teacher: 味岡 

10/22 

Top:稲垣（稲垣 T）

「ピンホールカメ

ラを作ろう！」 

Teacher: 味岡 

なし 11/12 

Top:春日部（中嶋

T）「万華鏡を作

ろう！」 

Teacher: 小笠原 

11/12 

Top:飯沼（深見 T）

「ふりふり発電

実験」 

Teacher:小笠原 

11/26 

Top:渡邊（稲垣 T）

「ピンホールカメ

ラを作ろう！」 

Teacher:吉田 

11/26 

Top:稲田（宮部 T）

「一瞬で絵が変わる！マ

ジックキューブ」 

Teacher:吉田 

12 月 

第 3 週

水曜日 

12/10 

Top:松澤（宮部 T）

「一瞬で絵が変わる！マ

ジックキューブ」 

Teacher:高木 

12/10 

Top:加藤（稲垣 T） 

「ピンホールカメ

ラを作ろう！」 

Teacher:橋本 

12/17 

Top:田中（深見 T）

「ふりふり発電

実験」 

Teacher:古市 

12/17 

Top:若林（中嶋 T）

「万華鏡を作ろ

う！」 

Teacher:長尾 

 

 

 

 

4 月 新入生募集・子どもアカデミー2015 説明会グループ分け・全体会 
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（4）参加人数 

土曜チャレンジ・アップ教室への児童参加は、1企画定員 30 名と設定し、募集を行っ

た。土曜チャレンジ・アップ教室当日関わった参加者を表 2に示す。 

 

表 2．2016 年度土曜チャレンジ・アップ教室への参加人数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北城小 松原小 勝川小 松山小

学生数 20 18 18
児童数 34 16 29
大学教員 1 1 1
その他 8 3 5
学生数 13 15 13 15
児童数 18 18 13 30
大学教員 1 1 1 1
その他 3 3 4 6
学生数 10 9 13 14
児童数 20 24 11 15
大学教員 1 1 1 1
その他 1 3 1 1
学生数 11 8 14 9
児童数 25 11 23 18
大学教員 1 1 1 1
その他 2 1 3 3
学生数 12 12 9 16
児童数 16 19 28 33
大学教員 1 1 1 2
その他 3 3 7 2

学生数（延べ） 249 名
児童数（延べ） 401 名

12月

11月

10月

6月

7月
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２．活動報告 

 土曜チャレンジ・アップ教室 2016 で提案した企画は 4種類であり、10～12 月に実施し

た。6～7月は、土曜チャレンジ・アップ教室 2015 で提案した企画を行ったため、ちらし

及び企画書は割愛した。 

 

２－１．ちらし及び企画書 

（１）一瞬で絵が変わる！マジックキューブ（指導教員：小池） 

 10 月 22 日（土）勝川小学校で行った企画計画書及びチラシを記した。 

企画に対する児童の目標として、①立体に興味を持ちながら製作をする、②算数の楽しさ

に改めて気付く、学生の目標として、①児童に安全かつ的確な指導を行う、②企画の楽しさ

や、算数への興味が深まるような発問をすると設定した。 

 

タイムスケジュール 

時間 内容 備考 担当 

９：３０ 

（１０） 

・あいさつ 

⑴「導入」 

・立体にはどんなものがあるか考える。 

 

 

 

・学生が作った作品を見る。 

（作品の絵の変化に興味をもつ。） 

・起立→礼→着席 

・注意事項伝達 

・担当学生は１人１テーブルで待機 

・導入を行う学生は、発問として立体を連想

させる。（身近な例を出せると良い。） 

・算数との関連の説明 

６年 いろいろな立体 

・児童を教卓の近くに集めて、実演で作品を

紹介する。 

担当（宮部） 

ＰＣ（稲田） 

 

 

 

 

担当（中野） 

ＰＣ（稲田） 

 

９：４０ 

（１５） 

⑵「立方体を作る」 

・切り開かれた牛乳パックを指定の大き

さに切る 

・一辺が６．８㎝の正方形を牛乳パック

に書きその線に合わせて牛乳パックを

折り四角の輪を 3 つ作る。 

・四角の輪を３つ繋げて立方体を作る。 

 

・はさみを使うので安全に配慮する。 

 

 

 

 

同じ立体を４つ作らせる。 

 

担当（丹羽） 

ＰＣ（稲田） 

 

９：５５ 

（２５） 

（３）立体を組み合わせる 

・糸を利用して、自分たちが作った 4 つ

の立方体を組み合わせる。 

（この糸が、絵が変わる原因だというこ

とに気付く。） 

 

. 

・4 つの立体がどのように組み合わさってい

るかを考えさせる。 

 

・２人１組でひもを押さえる人とテープをは

る人に分かれる。 

 

担当（松澤） 

補助（増田） 

ＰＣ（稲田） 
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10：20 

（10） 

（４）休憩 ・もう一度立ち入り禁止区域の説明を

する。 

 

担当（松尾）ＰＣ（稲田） 

はさみは回収して事故が

起こらないようにする。 

10：30 

（５） 

（5）土台を付ける 

・4 つの立体の端から出ている糸

のあまりを土台の段ボールに

穴を開けて通し、固定する。 

立体の面がしっかり変わるように調節

してから固定させる。 

担当（粟生） 

ＰＣ（稲田） 

 

10：35 

（25） 

（６）絵を描く 

・立体と同じ大きさの画用紙2枚

に絵を描き、それぞれ 4 等分し

て、立体に張り付ける。 

・必要に応じて、デコレーション

する。 

 

・裏表で変化が分かるように、2 種類の

絵を描かせる。 

・子どもたちの自由な発想を大切にす

る。 

 

担当（鈴木あ） 

ＰＣ（稲田） 

 

11：00 

（10） 

（７）鑑賞 

・絵が一瞬で変わることに改め

て興味をもつ。 

・友だちの作品を見て、友だちの

作品の良さに気付く。 

 

 

・作品は、強く振り過ぎて壊さないよう

に注意させる。 

・できるだけ多くの友だちの作品も見

て回るようにする。 

 

担当（村田） 

ＰＣ（稲田） 

 

11：10 

（５） 

（7）まとめを聞く 

・今回の企画をきっかけに様々

な立体や算数に興味を示す。 

 

・今回子どもたちが作った作品を 2 つ

組み合わせた TOM－CUBE という作

品を紹介する。 

担当（村田） 

ＰＣ（稲田） 

 

11：15 

（５） 

（8）感想記入・次回予告 

 

・あいさつ 

名札の裏に感想の記入 

（稲垣班 見えない世界を知ろう） 

起立→礼 

担当（宮部） 

名札の回収 

11:20 

（10） 

見送り、片付け 

 

・各班の担当の学生は児童を昇降口へ

案内する。 

・確実に保護者に引き渡す。 

班の担当がない学生は片

付け 

注意点・メモ 

 

・はさみなどの刃物を使う際は怪我に最善の注意を払う。 

・無理に出来上がった作品を振りすぎない。 

・立体がどのように組み立てられたか理解させる。 
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（２）ピンホールカメラを作ろう！（指導教員：橋本） 

10 月 22 日（土）松山小学校で行った企画計画書及びチラシを記した。 

企画に対する児童の目標として、①光の性質を知り、楽しく光について学ぶ、②工夫を凝ら

し、オリジナルな作品を作ること、学生の目標として、①今までの企画を頭に入れ、児童へ

の接し方、指導方法などをレベルアップさせ、堂々とし児童の目を見て話せると設定した。 

 

タイムスケジュール 

時間 子どもの行動 学生の行動 

9:30 

 

 

 

 

挨拶 

・[注意点(禁止区域、危険なこと)、大学

生の言うことを聞く、体調が悪くなっ

たら伝えること、合図があったら前を

見て話を聞くこと]を確認する。 

司会：稲垣 

PC：石谷 

9:32 

 

 

 

 

導入 

子どもを前に集める（教壇に触らない

程度の場所） 

水を入れたコップに鉛筆を入れ、ずれ

ているところを見る。（解説） 

演示実験・説明：渡辺 

 

水と空気の境目で光が曲がることを伝

える。 

 

9:40 ペットボトルに入れた造形の花が消え

たり見えたりする実験をみる。 

 

演示実験・説明：鈴木 

 

 

9:50 ピンホールカメラの作り方の説明を聞

く 

・設計図に合わせて型紙をきること 

司会：吉岡  PC：石谷 

補助：川辺 

・出来上がった作品を見せ、研究員が覗

きリアクションをとり、興味をひく 

9:55 ピンホールカメラの作成 

・設計図に合わせて型紙を切る 

 （実線のみを切る） 

学生 

・制作のサポート 

注 カッターの取り扱いに注意する 

＊赤い線に合わせて切らせる。 

10:10 休憩 

・注意事項の確認 

司会：成瀬 

・立ち入り禁止区域、トイレの場所確認 

・水分補給、暴れないことを確認する 
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10:20 

 

 

 

ピンホールカメラの作り方 

・レンズの取り付け方 

・折り方 

・ガムテープでとめること 

司会：浅井 

PC：山田れ 

＊点線で山折させる 

 

10:25 ピンホールカメラの作成 

・レンズを取り付ける 

・線に合わせており組み立てる 

・ガムテープでとめる 

学生 

・製作の補助をする 

 

11:00 ピンホールカメラを覗き、観察する 司会：鈴木 

どのように見えたのかおさえる 

11:05 ピンホールカメラの仕組みを理解する 司会：成瀬 

・虫眼鏡の例を出し、説明する 

11:10 ピンホールカメラを装飾する（時間の

限り） 

学生 

作成の補助をする 

11:15 

 

 

 

 

 

 

 

11:20 

今回のまとめを書く。 

・名札の裏に感想を書く。 

 

 

次回のセミナーのお知らせを聞く。 

 

 

 

・起立⇒礼⇒着席 

口座終了 

司会:稲垣     ＰＣ:山田れ 

・次回の説明を稲垣がお知らせする。 

・各班で名札を回収し、認定書を配布 

 

 

・児童が荷物をまとめられたら、廊下に

集合させ、全員そろったら昇降口へ誘導

する。 
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（３）ふりふり発電実験（指導教員：小笠原） 

10 月 29 日（土）北城小学校で行った企画計画書及びチラシを記した。 

企画に対する学生の目標として、①積極的に子どもに関わり、取り組みやすい環境を作る

こと、②子どもたちの理科への関心を高めることと設定した。 

 

タイムスケジュール 

時間 学習活動 手だて・注意事項 学生の活動 

9:30 1 あいさつと導入 

・あいさつ 

 

・注意事項の確認 

 

 

・電気についての話 

 

・元気にあいさつ 

（起立→礼→着席） 

・①立ち入り禁止区域 

 ②危険行為 

 ③体調不良になったら 

・理科単元との関連を説明 

・明かりをつけるには何を使うか 

 「懐中電灯→電池」 

「部屋の明かり→コンセント」 

 →今回はそれらを使わないことを

伝える 

担当【深見】 

9:40 2 道具の確認  

・バットの中身を確認する 

 ・ストロー 

 ・エナメル線 

 ・定規 

 ・はさみ 

    （１人１個×５人分） 

 ・ビニールテープ 

    （１班１個） 

 

担当【鈴木】 

9:45 

 

 

 

 

 

9:55 

3 コイルの作り方説明 

❶ストローに印をつける 

❷エナメル線をとめテープを巻く 

❸エナメル線を巻き、巻き終わりを 15 ㎝

残して切る 

 

制作開始 

 

・子どもを前に集める 

・コイルとは何かについても説明す

る（モーターなどの具体例） 

・テープでとめたりする作業は一人

ではやりにくいので、二人で協力

してやるように指示する 

担当【高島・船橋】 
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【30 分間】 ・制作の時間が 30 分であることを伝

える（タイマー） 

 

10:15 4 休憩 

 

①立ち入り禁止区域には入らない 

②あばれない 

・作業が遅れている子どもにはその

まま作業を続けさせて良い 

 

・休憩中にバットの中に 

 紙やすり（1 人 1 枚×5 人分） 

 LED（赤、青各 5） 

 ネオジウム磁石 

     （1 人 5 個×5 人分） 

 ぽんぽん（1 人 2 個×5 人分） 

 を、追加する 

担当【森中】 

10:25 5  電磁誘導についての説明 

 

・なぜ電気が流れたのか電磁誘導に

ついて説明 

担当【飯沼】 

10:35 

 

 

 

 

 

10:45 

6  LED を取り付ける 

❶エナメル線の端をやすりで磨く 

❷LED を捩ってつなぐ 

❸ストローに LED を取り付ける 

❹磁石を入れる 

 

作業開始 

【25 分間】 

 

・なぜ電気が流れたのかわかりやす

く説明 

・子どもを前に集める 

・制作時間が 25 分であることを伝え

る（タイマー） 

・班の中で早く終わってしまった子

にはペンを用意しておき、作品に

絵を描かせたりする 

担当【丹羽・田中】 

11:10 7  感想記入と認定証贈呈 

・名札の裏に感想を書く 

 

・感想を書いた名札と交換で認定証

を渡す 

担当【矢野】 

11:20 8  あいさつ 

 

（起立→礼） 

・親が迎えに来ていない子は班でま

とまって昇降口まで行く 

・迎えが来るまで昇降口で一緒に待

つ 

担当【池林】 

 

 



13 

 

 

 



14 

 

（４）万華鏡を作ろう！（指導教員：長尾） 

10 月 29 日（土）松原小学校で行った企画計画書及びチラシを記した。 

企画に対する児童の目標として、①鏡の反射によって生み出される万華鏡の仕組みに興味

を持ち、自分好みのオリジナル万華鏡を作成する、学生の目標として、①自分の役割を理

解し,その役割に対し責任をもってしっかりと果たす、②積極的に児童と向かい合う態度を

身に着けるとともに、先生とした毅然とした態度を意識すると設定した。 

 

タイムスケジュール 

 分 子どもの活動 学生の活動 備品 

9：30 

9：35 

・あいさつ（永江） 

・導入 

・起立→礼→着席 

 

 

 

9：40 ・材料の確認（山田さ） 

 

 

・グループごとに前を見なが

ら確認す    

 る。 

 

9：45 

 

 

 

 

・説明を聞く①（宮崎） 

 

 

 

 

・ミラーの組み立て方につい

て説明する。 

＊万華鏡用ミラーに貼られて

いる保護フィルムはまだ、は

がさないように伝える。 

 

 

 

9：50 

 

・制作① 

ミラーを組み立てる 

 

・万華鏡用ミラー３枚の鏡を

内側に向け三角柱のように

組み合わせ、裏をしっかりテ

ープで止める。 

・最後の１枚を貼るとき万華

鏡用ミラーの保護フィルム

をめくらせる。 

ミラー、テープ 

10：00 

 

・説明を聞く②（山田な） 

 

・プラ板と黒の画用紙の切り

方を説明する。 

プラ板を紙芯の中に入る大

きさに切るよう伝える。 

 

10：05 ・制作② 

プラ板と黒の画用紙を切る 

・自分の持っている紙芯のサ

イズに合う線に合わせて切

らせる。 

はさみ、プラ板、黒の画

用紙 

10：15 ・説明を聞く③（鈴木） ・芯とミラーの組み合わせ方、

画用紙のはり方について説

明する 
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10：20 

 

 

・制作③ 

芯とミラーを組み合わせる 

黒の画用紙をはる 

・テープに指紋がつかないよ

うに注意 

＊のぞき穴が三角柱の中心に

来るようにアドバイスする。 

テープ、ミラー、紙芯 

10：25 休憩（伊藤） ・注意事項を連絡する  

10：35 

 

・説明を聞く④ 

 

・プラ板の入れ方、ビーズにつ

いて説明する 

 

 

10：40 ・制作④（若林） 

プラ板を入れビーズを入れる 

 

 

プラ板、ビーズ、白のビ

ニール袋、輪ゴム 

10：45 ・説明を聞く⑤ ・装飾についての説明をする  

11：50 ・制作⑤（春日部） 

装飾をする 

 

 

・子どもの発想を大切にし、あ

まり手出しをしない 

・白のビニール袋の余分なと

ころを切るように指導する 

白画用紙、テープ、のり、

ハサミ、折り紙、マスキ

ングテープ 

 

11：00 

 

 

・鑑賞（熊谷） ・自分の作品と他の友達の作

品とを比べて、違いや魅力に

気づくようサポートする 

 

11：10 まとめ（永江） 

・感想記入とあいさつ 

・記念撮影 

・次回予告（竹内） 

・名札の裏に感想を記入させ

る 

 

・認定証と名札を交換する 

認定証 

11：20 

11：30 

見送り 

片づけ 

  

12：00 完全撤収   
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２－２．活動報告 

（１）葉脈標本 

A．松原小学校 6月 11 日 

1）取材報告（報告者：飯沼、深見） 

1．企画概要 

日時：6 月 11 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 16 名、大学生 18 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

導入から子どもたちの興味を引いていて、楽しい活動になるだろうと感じた。子どもたち

もリラックスした様子で活動に臨めていたと思う。説明に集中させるように学生たちがし

ていたからスムーズに進んでいた。学生も子どもたちも笑顔で活動していたから教室全体

の雰囲気が良く感じられた。 

3－2．企画の内容 

子どもに号令をかけさせていて、子ども主体になるようになっている。手を３回叩いたら

静かにするという独自のルールが作っている。クイズを用いての時間調節、最後の答えを実

際にみせるなど展開が面白い。活動中は学生も緊張感をもち、しっかりと仕事をこなしてい

るが、休憩中に準備するものを忘れていて休憩後にゴタゴタしている場面が見受けられた。

最後は時間がギリギリになり急いで活動を終わらせてしまっていたから、時間に学生一人

ひとりが注意して動けると良いと思う。 

3－3．活動写真 

 

 

 

2）児童感想文 

 

 

3）活動経過 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 おもしろかった 

4 葉みゃくのところのなまえがかわらんかったからわかってびっくりした。 

4 さいしょは、むずかしかったけどじょうずにできました。 

5 欠席 

5 おもしろかったでーす！！ 

5 
葉肉を手でこすってとるのがむずかしかった。色をつけたり台紙を選ぶの

がたのしかった。 

5 葉脈のことが分かりました。実験が楽しかったです。 

5 
色ぬりが楽しかった。かわいいしおりとフォトスタンドができてうれしか

った。 

5 色がぬることは楽しかったし、いい作品が出来てよかったです。 

5 

ふつうの葉っぱから、葉脈だけにするときにとっても楽しかったし、色を

ぬるときも「タンタン」して楽しかったので、また、やりたいと思いまし

た。 

5 楽しかった。ようにくをはがすのがたいへんだった。（やぶれたから） 

5 とても楽しかったです。特に葉にくをはがす作業が楽しかったです。 

6 
葉っぱ一まい一まいびっしりとようみゃくがついていることがよくわかっ

た。 

6 今日は楽しましてくれてありがとう。また参加します。 

6 二回目でも、物がちがったので、楽しかったです。 

6 欠席 

見学者 

(3 年) 
かわをむいたり色をむったりして楽しかったです。 

3）活動経過 
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B．松山小学校 6月 25 日 

1）取材報告（報告者：池林） 

1．企画概要 

日時：6 月 25 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 29 名、大学生 18 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 3 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 7 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

・児童が楽しんでできていたので良かった。 

・班の担当の学生が静かにと児童に言えると良い。 

・比較的学生の数が多いのでスムーズにできていたと思う。 

3－2．企画の内容 

・声が比較的小さかった。パワーポイントも見にくかった。児童への説明の順番があやふや

で一人の学生が毎回まとめて注意していたので、担当の学生それぞれがきちんと注意でき

るといいと思う。流れはスムーズだった。小さい声でただなんとなく説明するのは児童も聞

く気にならないから、いいね？大丈夫？など言うと良いと思った。学生一人一人の自覚が大

事だと思う。 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 葉っぱって葉肉葉みゃくがあったんだ。 

4 むずかしかったところもあったけどたのしかったです 

4 たのしかった。わふうしょうめいもやりたい。 

4 

今日はしおりとフォトスタンドを作ってむずかしかったけれど楽しかったで

す。ひいらぎの葉っぱで、しおりなどがつくれてうれしかったです。今日

は、すごく楽しかったです！ 

4 
今日は、とても楽しくて、とてもびっくりしました。それは、ひいらぎの葉

っぱをにこむと葉肉をとかせるということです。 

4 
とても楽しかった。またやりたい。○○先生ダメダメなところもあるけどす

ばらしい！！ 

4 とても楽しかったまたやりたいです 

4 水酸化ナトリウムの役割がわかって勉強になりました。 

4 たのしかた。また作りたい。 

4 

今日は、色々な事を学びました。たとえば、水酸化ナトリウムの役割は、タ

ンパク質をとかすや、葉肉をとかす。という事がわかって、おもしろかった

です。 
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4 
葉っぱで、フォトスタンドやしおりを作ることができるなんて、すごいと思

いました。色をぬるのが楽しかったです。 

4 
しらなかった、ことやわかってよかったです。先生もていねいに教えてくれ

てよかったです 

5 たのしかった。次のチャレンジも当たりたい。もっとやりたい。 

5 
水酸化ナトリウムや葉脈の役割などがわかってよかったです。フォトフレー

ムやしおりが作るのが楽しかったので、またやりたいです。 

5 水さんかナトリリュウムは、葉肉をとかすこうかがあるとしりました 

5 
はじめてやった土ようチャレンジアップをやったけど、すごくたのしかった

のでまたやってみたいです。 

5 
勉強にもなったし、色々な工作もつくれたしとても楽しかったです。みなさ

ん大学でもがんばってください！おうえんしてます！ 

5 

葉脈のしおりやぽとふれーむをつくれて、いい体験ができました。タンパク

質や葉肉を溶かす水酸化ナトリウムは、このような役割があるとはしりませ

んでした。○○先生は、イジワルでした。 

5 楽しかったです。先生の説明が分かりやすくて、やりやすかったです。 

5 とても楽しかったです。またやりたいです。しおり作りも楽しかったです。 

5 

フォトフレームとしおりを作るのが楽しかったです。クイズなどもあったの

でみんなで協力して答えをだすのもおもしろかったし楽しかったです。また

やってみたいと思いました。べんきょうにもなったのでいい勉強になったと

思いました。 

5 
いろんなことをおしえてくれたり、わかりやすいしいべんきょうになったな

と思いました。みじかいじかんだったけどありがとうございました。 

6 
ヒイラギの葉の葉肉をむいたりして、色をぬって、しおりやフォトフレーム

をつくったりして、楽しかった。また、やりたいと思った。 

6 葉っぱの色々な事がよく分かった。とても楽しかった。 

6 
お兄さんたちと、いっしょに、いろいろな事を学べてよかったです。こんど

の、アップきょうしつも、がんばりたいです。 

6 
ヒイラギの葉の葉肉をはがすのがとてもおもしろかったです。水酸化ナトリ

ウムの性質もよく分かりました。 

6 

今日はいろいろなことがわかりました、たとえば水酸化ナトリウムは、タン

パク質や葉肉をとかす役割があることを知りました、またこういうきかいが

あったら、さん加したいです。 

6 水酸化ナトリウムの役割がよくわかりました。今日は楽しかったです。 

6 
葉脈標本をつくって、とても楽しかったです。しおりも、少し失敗してしま

ったけどまあまあうまくできました。 
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3）活動経過 
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C．北城小学校 7月 2日 

1）取材報告（報告者：深見、髙島、田中） 

1．企画概要 

日時：7 月 2 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 18 名、大学生 13 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名、 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

児童 

・みんな笑顔でとても楽しそうだった。 

・個性豊かに楽しそうに作っていて、見ている側も楽しくなった。 

学生 

・準備や片付けが早くスムーズに進行されてよかった。 

・児童のパワーに負けていて手に負えていないと思った。 

3－2．企画の内容 

・企画中に学生同士でミスを指摘していた。 

・説明の際、大きな声で抑揚をつけていたため、児童らに興味を持ってもらえていた。 

だが全員が全員できていたわけではないので、できるようにしないといけない。 

・クイズをした際に、問題が早く解けて騒がしくなったり、他ごとをする班が出てきた。 

そのため学生が声をかけたり、考える時間を減らすなどの具体的な工夫をしなければなら

ない。 

・机に敷いてある新聞紙が扇風機の風で浮いてしまい、児童らの妨げとなった。 

そのため、準備段階の際にテープをつけて浮かないようにしなければならない。 

・葉脈、葉肉がわかりにくかったため、事前に理科の先生方にアドバイス受けもっとわかり

やすい説明をできるようにする。 

・手を三回叩いて静かにさせるという決まり事があったが、徹底されなかったため静かにで

きない場面が出てきた。そのため、次回から決まり事を作るときは徹底させる。 

3－3．活動写真         
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 
自分のすきなように、作れて、楽しかった！葉でしおりをつくるのがたの

しかった。 

4 家でもやりたい。 

4 今日は、楽しかったです。またやるときは行きたいです。 

4 上手に作品が出来てたのしかったです。またやってみたいです。 

4 
○○先生 やさしい おもしろい ニックネーム ○ゃん作 「プロい」

ぱちぱち 

4 葉肉をはがすのが・・・とてもおもしろかったです。 

5 
しおりと、写真だてを作って、そのひもをリボンにしたら、その形でやっ

てくれました。 

5 葉みゃくをのこし、葉肉をはがすのがたのしかった。 

5 とても楽しかったです。 

5 
色々な薬品がありました。得にその薬品で、人の手などがとけてしまうの

がおどろきました。葉脈標本は記念になり、楽しかったです。 

5 

○○と○○が百人一首の問題に答えられなかった。またやりたい。○○が

かのじょいるか答えてくれなかった。○○がかのじょいないれき５１年だ

って（笑）○○も（笑）かのじょつくれるようにガンバ～ 

5 ○○くんがうるさすぎなのでちゅういしといて～。楽しかった。 

5 またやりたい。たのしかった。またやりたい。 

5 
今日は、しおりとフォトスタンドを作ってとても楽しかったけど、○○君

が少しうるさかった！ちゅういしてください！らいき気げんなおれ！ 

5 またやりたいと思った。 

5 
はがすやつがうまくできて楽しかった。しおりやポトスタンドを家でも使

いたい。みんなにみせびらかしと思もった。 

5 
とても楽しかった。説明がとても分かりやすかった。ありがとうございま

した。 

不明 
パチパチ てがよごれた。てがよごれた。てがよごれた。てがよごれた。○

○作「たのしかった～」○○作「いけめんになりたい」 
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3）活動経過 
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D．勝川小学校 7月 9日 

1）取材報告（報告者：丹羽） 

1．企画概要 

日時：7 月 9 日（土）9 時半～11 時半  

2．参加者 

小学 4～6 年生 13 名、大学生 13 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 企画が始まるまでは児童も少し緊張をしていたのか沈黙が続く場面が見られたが、実際

の活動がはじまると児童もだいぶ緊張がとけていたみたいで学生と協力しながら笑顔で活

動をおこなっていた。活動の内容もとても興味を持っていたみたいで説明やクイズなどに

積極的に参加していた。また、今回は活動全体を通して学生が全て教えるのではなく児童た

ちに考えさせながら活動している場面がよく見られ先生と児童のような関係ができていた

のでとてもよかったと思う。だが、休憩時間等に 1 人で静かにしている児童が数人いたの

で、その児童に気づいたときには声をかけたりすると良いのではないかと思った。児童だけ

でなく、学生も笑顔で活動できていたのでとても場の雰囲気がよかった。 

3－2．企画の内容 

 活動を始める時点で忘れ物（バット、葉っぱ、フォトフレームなど）が多々あったように

感じた。また、クイズ等に使うホワイトボードのペンのインク切れなどもあったので事前準

備の段階で確認しておくと良いと思う。また、パワーポイントとパソコンの場所が少し危な

かったので児童が通ることも考えた上で場所を決めたほうがいいと思った。全体的にはク

イズ等も含め学生がすべてを教えるのではなく児童に考えさせるという場面が多々あった

ので良いと思った。クイズは児童が積極的に参加する場面が見られた。活動中に机に学生が

付いていないという状況があったので、そういう場合に気づき動けると良いのではないか

と思った。時間に多少の前後はあったが最後まであまりドタバタすることがなかったので

よかったと思う。 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 
しおりとフォトスタンドのまえに、べんきょうやクイズができてたのしか

った。先生たちがいたので安心しました。 

4 葉肉をとるとがちょっとやぶれたりしてむずかしかった。 

4 
葉肉をとる作業がとてもむずかしかったです。でもラミネートをしたしお

りもいろんなときにつかいたいです。 

4 さいしょだからいいやー 

4 しおりもスタンドもきれいにできて良かったです。 

4 めんどくさかった。むりょうでよかった 

4 
思ったより作るのがかんたんでした。いろをぬるのとよう肉をはがすのが

おもしろかったです。 

4 
かんたんだった。青色がきれいだった。葉肉をはがすときはずらしでとっ

たほうがとりやすかった。 

4 - 

5 葉脈に、色をつけるのがとてもたのしかったです。 

5 
色をぬるときと葉をのりでくっつけるところがたのしかったです。またや

りたいです。 

5 めっちゃ楽しかった またやりたい 家でもやりたい 

5 
葉っぱに色をぬったりはったりするのがたのしかった。はんの先生がわか

りやすくせつめいしてくれてよかった 

6 
楽しかった。葉肉をはがすのが一番楽しかったと思う 1 時間ぐらいででき

ると思う。しおりはよく本を読むのでよく使えると思う。 
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3）活動経過 
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（２）和紙照明 

A．北城小学校 6月 11 日 

1）取材報告 (報告者：鈴木、矢野) 

1．企画概要 

日時：6 月 12 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 34 名、大学生 20 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 2 名、学校教育課 1 名、観覧保護者 4 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

・学生の様子 

開始前から２年生による話しかけと共に、1 年生も児童ときちんとコミュニケーションが

取れていた。今回は学生も大人数になったため少し窮屈に感じたが、隅々まで児童の面倒を

見ることができた。 

・児童の様子 

休憩時間になっても作業をするほど集中している子が多く、最初の手順となる枠組み作

りで、教えてもらった工程を児童同士で協力し合う場面が見られた。また去年の制作時と比

較すると、個性あふれる装飾があちこちで見られた。 

3－2．企画の内容 

○企画や指導に見られた工夫点 

・全体説明する際に注意点や製作のポイントとなる点を明らかにしていたことが良かった。 

・枠組み説明で次の作業へ移る前に、児童への疑問を問いかけ考えさせる機会があった。 

・全体での使用する用具の確認は、グループで声をかけ児童に確認させていた。 

○改善点 

・準備の段階の備品の不足と荷物の場所を把握できていなかった。 

・役割分担の人数に偏りがあったため、準備に遅れがあった。 

・時間管理を個々できちんとすべきだった。 

・テーブル上の道具管理は、怪我や汚れを防ぐために大切。 

 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 きれいだった。 

4 今日は、いろいろやれて楽しかったです。7 月 2 日のもやってみたいです。 

4 
はじめてだったけどなかなかよくできたので楽しかったです。お兄さんおねえさんたちのおか

げだなと思いました。 

4 手がベトベトになったことや花紙をはったところなどがとても楽しかったです。 
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4 白いわしをちぎってはるのがたのしかった。 

4 上手にできてたのしかった。またやってみたいな。 

4 すごごかった！！ 

4 
切るところとかは、とってもむずかしかったけど、きれいで楽しかったです。木をくみたてる

ところが、1 番楽しかったです。 

4 いろいろ工夫して、人がとくちょうのちがうやつができた。 

4 和紙をはるのがむずかしかったです。7/2 のも参加したいです。 

4 作るのが、はじめてだったので、とてもたのしかったです！ありがとうございました！ 

5 でんきがきれいだった。楽しかった～。（笑） 

5 きれいにできてよかった 楽しかった 

5 楽しかった。まさのボールペンの消すところがきたない。 

5 
楽しかった。もういっかい作りたい。まさがいろいろ失敗していた。まさやのボールペンの消

すところがきたない！ 

5 楽しい～～～ 

5 
紙をぐちゃぐちゃにするのが楽しかったです。作って赤やみどりや青やむらさきに光ってきれ

いでした。うまくできてよかったです。またやりたいです。 

5 
昔の人が使っていた和紙照明はきれいだったので、昔の人はすごいと思いました。和紙照明を

持ち帰れるから、いい記念になりました。 

5 
和紙をはるとき、和紙と和紙をくっつけるとき、大変だったけど、デコレーションするとき

は、どんな風にでっこレーションするのかを考えるのが楽しかったです。 

5 
わしをはったりデコレーションするのがたのしかった。いろいろおしえてくれたからすぐにわ

かった。 

5 おもしろかったからまたやりたい たのしかった。 

5 かん単だったから、家でもやってみようと思った。 

5 今回の和紙照明は、意外と楽しかったです。まさのフリクションの消すところがきたなーい。 

5 きれいだった 楽しかった 

5 たのしかった。すごかった。 

5 和紙照明は和紙をはるときがたいへんだったけど楽しかったです。 

5 とてもおもしろかったので、またおうぼしたいです。ありがとうございました。 

5 花紙や画用紙をつけるだけで色が変わったり、うつらなかったりするのが楽しかったです。 

5 色をつけずにやった方がきれいになた 

6 おもしろかった。 

6 すごくはやくできた。たのしかった 

6 きるのが楽しかった…あ！！ 

4 むずかった。 
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3）活動経過 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



32 

 

B．松原小学校 7月 2日 

1）取材報告（報告者：春日部・宮崎・鈴木） 

1．企画概要 

日時：７月 2 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 18 名、大学生 15 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、運営指導者 2 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 児童は今回の活動では、とても楽しそうに和風照明に取り組んでいました。学生のほうも

今回の活動を通じて、どんどん成長しているように見ていて思いました。特に一年生の成長

は著しいものがあると思いました。これからの一年生のさらなる飛躍に期待です。 

3－2．企画の内容 

活動の改善点としては、まず前での発表の際にスライドの映してある場所と人が被って

しまい、スライドが見にくかったりする場面が多かったのでリハーサルで詰めておくべき

だったと思います。次に子どもへの対応も片方にしか相手できておらず、もう片方の子を相

手できずにいたのも改善点の一つです。あと作業をしているときに学生が児童と一緒に座

るのはあまりよろしくないかなと感じました。今回の場合欠員のところは学生が一緒に作

るように指示されていて同じように座りたくなる気持ちもわかるが、先生という立場を忘

れずに取り組まなければならない。最後に前に出てしゃべる人の声の声量は人によってば

らつきがあるので全員が意識して聞き取りやすい声を出せるように心掛けたほうが良い。 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 全部楽しかったけどとくにほね組みを作るところが楽しかったです。 

4 
友達のライトの色やはりつけ紙がなどがきれい。みんないろいろなくふ

うをしていた。 

4 楽しかったです。またやりたいです。ありがとうございました。 

4 おもしろかった（○○さん） 

4 すごく楽しかったです。またやりたいです。 

4 
ぼくは図工がとくいではなかったけどこれなら、かんたんだから、わり

ばしなどで、また作ってみたいです。今日は楽しかったです。 

4 たのしかった 

4 
和紙照明はわりばしでも木でもなんでもできるから家にかえったらもう

一こつくりたいです。 

4 和紙照明を楽しく作くれてよかった。 

4 
土曜日チャレンジアップすごく楽しかったです。あとわかりやすく教え

てくれてありがとうございました。 

5 
思ってたより自由な作品がつくれて、よかったです。教えてくれる人も

やさしくてよかったです。 

5 
顔から、げいじゅつさくひんができてよかった。おしゃべりしながらで

きて楽しかった。 

5 たのしかった。いえにかざりたい。きれいだった。 

5 
前よりも、きれいにつくれてうれしかった。夏のふいんきがでてたし、

楽しかった。また、つくりたい。 

5 自分オリジナルの和風照明が作れたし、楽しかったです。 

5 
今日、初めて和風照明を作ってみたけど、とっても楽しかったです。特

に和紙を水のりにつけてほんたいにつける時、楽しかったです。 

6 いろいろと厳しかったけど楽しかったです。 

6 
○○・○○先生がやさしかったからよかったです。 

（○○さん、また来てね！） 

見学者 

(3 年生) 

ちょっとむずかしかったけど○○先生におしえてもらってたのしかった

したすかりました。 
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3）活動経過 
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C．松山小学校 7月 9日  

1）取材報告（報告者：成瀬） 

1．企画概要 

日時：7 月 9 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 30 名、大学生 15 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 2 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 3 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 どのようにしようか困っている子に対して、きちんとアドバイスしていたり、質問にもし

っかりと答えていた。子どもがなにか言ったときにそれを無視せず、しっかりと拾っていた

のがとてもよかった。なにより、ケガなく子どもたちがとても楽しそうに作業できていた。 

3－2．企画の内容 

工夫点…鑑賞の際の和風照明用の段ボールがとてもよかった。説明する際に言葉だけでな 

    く、実際にやって見せていたのが良かった。画用紙や花紙といった、光の通しやす 

さが違う紙を用意していた。 

改善点…木で和風照明の型を作る際に二人一組でやるはずだが、すべて一人で作ってしま 

う子がいた。「○分まで製作してください。」と言っていたのは良かったが、「残り 

何分です。」がなかったので焦る子どもが多かった。作業の終わった子が遊んでし 

まっていたので、指示や話をするなどして放置しないように。説明を始めるときは 

子どもたちが集まりきってから開始する。 

3－3．活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 わたしが今日一番楽しかったことは、和風照明をダンボールの中で照らしたことです。 

4 たのしかった。はるところがたのしかった。てらしたらきれいだった。 

4 初めてだったけど、先生の説名が分かりやすくて、楽しかったです。 

4 わふうしょうめいは、むずかしかった。家にかえってつくりなおしたい。 
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4 とても楽しくておもしろかったまた今度もやりたい 

4 きょうは、とてもたのしかったです。中部大学の人たちに来てもらってよかったです。 

4 今日の和風しょうめいはいろいろな、色の花紙で作れていいさくひんができたと思います。 

4 
初めてやってドキドキしたけど、どんどん楽しくなってきてキレイな作品ができました。あ

りがとうございました。 

4 かみをはるのがむずかしくて、あながあいたりしたけれどとても楽しかったです。 

4 
今日は和風照明でたくさんくふうができて楽しかったです。身近なものでできて楽しかった

です。 

5 
今日は、すごく楽しかったです。自分のオリジナルの和風しょうめいができてよかったで

す。ライトをつけて見た時、すごくきれいでした。ありがとうございました。 

5 始めて、つくったのでむずかしかったです。家でも作りたいです。 

5 
和風照明ができて良かったです。最初ねむかったけどねむいのがなくなってしまいました！

きれいにできたので、へやにかざりたいです。 

5 和風照明を作っていて、すごくたのしかった。もっとちがうものをつくってみたい 

5 
すごく楽しかったです。完成してみんなでかんしょうしたとき、すごくかんどうしました。

自分の部屋にかざろうと思います。 

5 とてもたのしかったまたやりたいよー。ありがとうございました。 

5 メガレア物が作れてよかったです。 

5 今日、はじめて土曜チャレンジをやって楽しかった。 

5 楽しかった。先生が面白かった。これを家で作ってみたいと思った。 

5 とても楽しかった。またやってみたいでーす 

5 

はくいの人たちがやさしくてうまく作れました。お話もとてもたのしかったです。ざいりょ

うに木をつかったのでびっくりしました。つくるのは、むずかしかったけどとても楽しかっ

たです。ありがとうございました。 

5 いい体験ができました。楽しかったです。 

5 たのしかったでーす！また、10 月に来たいっす！ 

6 がんばってよかった。次もやりたい。 

6 思ったようにできなかったけれどとてもたのしかったのでまたやりたいです。 

6 和風照明は思ったより出きなかったけどいろんな色をくみ合わせたりして、楽しかった。 

6 花火とかをはるのが楽しかったです。でもつかれたーと思いました。 

6 
今日はとてもたのしかったし LED ライトをてらしたときとてもきれいでよかった今日はき

てよかった 

6 和風照明では、あかりで色が出ることができてたのしかったです。 

6 
てきとうにつくったらいいかんじになった。とても楽しかった。家でもっとつくりたいと思

った。 
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3）活動経過 
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（３）一瞬で絵が変わる！マジックキューブ 

A．勝川小学校 10月 22 日 

1）取材報告（報告者：永江、熊谷、山田、山田） 

1．企画概要 

日時：10 月 22 日（土）9 時半～11 時 20 分 

2．参加者 

小学生 4～5 年生 11 名、大学生 13 名 

大学教員 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 学生が行う作業はみんなしっかりこなしており、児童に行ってもらう作業は児童にやら

せて、その間学生は見守っており、役目のメリハリがきちんとしていました。でも、児童が

困っていると学生一人一人が児童に的確なアドバイスを送ったり、手伝ったりと楽しい活

動となるように工夫していた。児童達の楽しそうな姿が印象的でした。 

3－2．企画の内容 

○よかった点 

  ・役割のメリハリがきちんとしていた。 

  ・児童と同じ目線で対応していた。 

  ・時間がずれていたにもかかわらず、柔軟に対応できていた。 

  ・機転のきいた行動ができていた。 

○改善点 

・パワポの操作ができていなかった→当日できるように！ 

・児童が見えないと言っていた。 

  ・パワポの文字が小さいところがあった。 

・「白衣の人」ではなく「白衣の先生」 

  ・タイマーが鳴っているのにすぐに始まってなかった→あらかじめ準備しておく！ 

  ・タイマーが鳴ってからの学生の声かけが遅い。 

・説明しながら背中をみせないこと。 

  ・「今から 20 分」だけではなく「○時○○まで」もあるとよい。 

  ・前で実演しているときに見にくそうにしている児童がいた。 

・小学生からタイマーが見にくいため、時計の時間を見て作業させたい。 

  ・保護者のお迎えの連絡等は、あいさつの前にしておく。 

  ・机の元の位置がわからなくなっていた→テープをはっておく。 

  ・勝川小においてあるはずの受付のカードとぞうきんがなかった。          
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 振ると変わるというのが楽しかった。 

4 時間がなかったけれどいい作品ができた。 

4 家でも難しいけど作ってみたい。妹に見せてあげる。 

4 難しくて作品はあまりできなかったけど、楽しくできて嬉しかった。 

4 簡単にできた。 

4 難しかったけど、面白かった。 

4 思っていたより上手にできた。白衣の人たちの説明が分かりやすかった。 

5 
飾りつけが楽しかった。３回目の参加で、次の企画も面白そうなのでやっ

てみたい。 

6 
楽しかったが時間が足りなかった。トムキューブとググッたら（ネットで

調べたら）のっているかな？ 

5 
飾りつけをするのが楽しかった。白衣の人が分かりやすく教えてくれて良

かった。 

6 
マジックキューブは、ひもを通すのがすごく大事で、１つの立方体を作る

のに牛乳パックの１きれが３枚も必要だと分かった。またやってみたい。 

 

 

3）活動経過 
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B．松山小学校 11月 26 日 

1）取材報告（報告者：池林、深見） 

1．企画概要 

日時：11 月 26 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 18 名、大学 1・2 年生 9 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 企画が始まる前から良い雰囲気で、学校に来てから帰るまで、子どもたちは楽しそうにし

ていた。学生も今年度のはじめと比べて子どもに慣れてきたのか、積極的に子どもとかかわ

っていた。説明にも様々な工夫がこなされていた。リーダーが周りをよく見ていて、円滑に

進めることができていたように思う。 

3－2．企画の内容 

 四角形の輪を三つつなげて立方体を四つ作り、それらを組み合わせて紐でつなぎ、土台に

固定し、折り紙やマスキングテープ、型抜きしてある飾り、ポスカなどを用いてデコレーシ

ョンを行う。子どもたちは特にデコレーションを楽しそうに行っていた。立方体を作る作業

で、四角形の輪を組み合わせることが難しくて、スムーズに進めている子との差が目立った。

紐を通す説明のように、この作業も大きな模型を作っておくと分かりやすいのではなかろ

うか。 

3－3．活動写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 
わたしは今日、いっしゅんで変わるマジックキューブを作って思ったこと

は、みんなそれぞれいろとりどりできれいだと思いました。 

4 欠席 

4 今日は 2 回目です。でも、前も楽しかったけど、今日はもう少し楽しい感
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じになって、とってもよかったです。また当たったら、次も行ってみたい

です。ちゅとらもとってもかわいくて、さくひんにかきました。とっても

楽しかったです。 

4 
むずかしかったけど楽しかったです。六年生でならうので覚えていたいと

思います。 

4 
きょう、キューブをやっていろんな絵がかけて、先生におしえてもらって

たのしかったです。 

4 むずかしかったけど作り終わったら楽しかった。 

4 
ぼくは今日、土曜チャレンジアップ教室に参加してとても・・・たのしか

った！！ 

4 今日は、マジックキューブを作ってとてもたのしかったです。 

4 いろんなことがわかった。楽しかった。 

4 
むずかしかったどけ楽しかったです。次の万華鏡も作ってみたいと思いま

した。 

4 欠席 

4 分かりやすくせつめいしてくれたり。楽しかった！ 

4 

今日は、やさしく、ていねいに教えてくれてとてもうれしかったです。デ

コレーションが楽しかったです。たんとうの人がそれぞれ教えてくれたの

でほっとしました！！ありがとぉー 

4 少し時間が少なくて大変だったけど最後のかざりつけが楽しかったです。 

5 
初めてさんかしてとても楽しかったです。またおうぼしておもしろいおも

ちゃを作りたいです！ 

5 たのしかった。つぎもあてる。ほいまたやろう！いえで。 

5 

今日は、楽しい経験をさせていただき、まことにありがとうございます。

次回もぜひともおうぼさせていただきます。また会えることを楽しみにし

ております。ありがとうございました。 

6 
たのしかったけど、絵はすごくしっぱいした。いえでもマジックキューブ

をやってみたいと思いました。次回の土ようチャレンジもやりたいです。 

6 
今日、マジックキューブというものをやってとてもたのしかったしおもし

ろかったですまたこんどもチャレンジアップ教しつをやりたいです。 

6 とてもむずかしかった。 
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3）活動経過 
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C．北城小学校 12月 10 日 

1）取材報告（報告者：髙島） 

1．企画概要 

日時：12 月 10 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 16 名、大学 1・2 年生１２名 

大学教員 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 1 名 3．活動報告 

3－1．活動の様子 

・前に立った人は騒がしくても話し続けてしまっていることが多かった。 

→班についてる人の子どもへの対応がよかった。 

・子どもの集中力がすごかった。 

・子どもが困っていたときのサポートがよかった。 

3－2．企画の内容 

・作り方の説明の時、大きいものを用意して見やすかった。 

・鎖から立方体にする際、子どもに考える時間を作っていてとても良いと思った。 

・紐で繋ぐところの説明が難しかった。 

・子どもに聞く態度をとらせる呼びかけがよかった。 

・危ないものが少なく安全に企画が行われていた。しかし、途中はさみを使うことがあり、

危ない使い方をしている子どもがいたときに注意をせず笑っていた。 

・絵を描く時間をもう少し長めにとった方がよかった 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 もっとつくりたかった。いがいとかんたんだった。 

4 大学生がみんなやさしかった。つくるのがたのしかった。 

4 形がしかくだった。 

4 また面白そうなのがあったらまた来ようと思いました。（4 回目を） 

4 アイル・ビー・バック 

4 
立方体のことも、まなびながらまなべて、たのしかったです。次もまたこ

れたらいいです。 

4 作るのは難しかったけど楽しかった。 

4 
とってもたのしかったです！マスキングテープがあって、かざりやすかっ

た☆次回も来ます。メリークリスマスとハッピーニューイヤーです。 

4 かざりつけのじかんをながくしたらもっといい。きかくはとてもいい。 

5 
やさしくおしえてくれて、楽しく、うれしかった。これからも、土曜チャ

レンジアップをやろうと思った。 

5 
とってもすてきなキューブができてうれしかったです。遊んでいても楽し

かったです。今日は、とってもさいこうな 1 日でした。 

5 
楽しかった。またこんどもやりたいと思った。ふっただけで絵がらがかわ

ったのでびっくりした。 

5 もう少しほかの色がほしい。デコの時間をふやしてほしい。 

5 欠席 

5 キューブを 4 つつくるのがいがいに、むずかしかったです。 

5 作り方が意外だった。 

4 始めてこうゆうのを使ったので立方体ということを知れました。 

 

 

3）活動経過 
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（４）ピンホールカメラを作ろう！ 

A．松山小学校 10月 22 日 

1）取材報告 

1．企画概要 

日時：10 月 22 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 15 名、大学 1・2 年生 14 名、大学教員 1 名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 ・活動内容が素晴らしく良かった。とにかくわかりやすく班の雰囲気も良かった。 

 ・子どもが主体的に作成できていた。 

 ・子どもとの話もその子どもに合わせてできていた。 

3－2．企画の内容 

・全体的に３分前行動ができていて、早めの行動ができていた。 

・休憩おわり子どもの集中力がなくなってしまっていて話があまり聞けていなかった。 

・制作しているとき、机に先生が誰もいなくなってしまうときがあった。 

・制作の終了時間を事前に伝えていて良かった。 

・班で決めている合図を良いタイミングで使えていた。 

 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 ピンホールカメラを作って思ったことは光をしようしているものはたくさんあるということです。 

4 作るのがたのしかったです。三年生のとき作ったけど、なくしてしまったので次は大事にします。 

4 おもしろかったです○ 

4 
作ったりするのはむずかしかったけど色をぬったり見たりするのは、たのしかった。またこんどの

もやりたいなと思いました。教えてもらったりして、とてもやさしてよかったです。 

4 
今日はいろんな先生にたすけてもらって、わからないところもあったけど、２かいめのほうがたの

しかったです。 

4 楽しかった。すげぇーと思った。むずかしかった。次回も行こうと思った。次回が楽しみ。 

4 楽しかった。すげぇーと思った。むずかしかった。次回も行こうと思う次回が楽しみ！！ 

4 こんなふうにかんたんにできるとは思わなかった。 

4 みんながやさしくおしえてくれて、たのしかった。 

4 楽かった。おもしろかった。まじめになってもらう。 

5 もっと時間をほしかった。 

5 3 年のときに同じようなことをやったけど少しわすれていたのでふくしゅうみたいになりました。 

5 おもしろかった。カツラがえがみたいだった 
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6 楽しかった。かんたんだった。 

 

3）活動経過 
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B．勝川小学校 11月 26 日 

1）取材報告 

1．企画概要 

日時：11 月 26 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 23 名、大学 1・2 年生 14 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名 3．活動報告 

3－1．活動の様子 

・児童と学生が十分にコミュニケーションを取れており、良い雰囲気での活動になってい

た。 

・子どもの目線に沿って、学生が話をしていてよかった。 

・子どもがきて、席についたらすぐに学生が話をしていてよかった。 

・子どもへの問いかけが、丁寧で、簡潔で分かりやすかった。 

・学生が不測の事態に臨機応変に対応していて、冷静さがあってよかった。 

・子どもを静かにさせるときの方法が工夫されていてよかった。 

・全体的に元気で明るく、子たちが楽しんで企画に取り組む様子があってよかった。 

3－2．企画の内容 

・子どもが教室に誘導されてきたときに座る席に迷い戸惑っていたので、あらかじめ席を決

めることや、自由席だとしても学生が即座に対応することが必要。 

・ハサミを使う直前に出して、使い終えたらすぐに回収しており、安全配慮に務めている。 

・学生が前で発表して、子どもに発言を聞いているときに、その聞き方が、意見を聞いて「あ

りがとう」など工夫されていて、子どもが発表しやすそうでよかった。 

・装飾を行う際に椅子が出たまま立って作業している子どもや、椅子の上に立っている子供

がいたため、作業を行うときは椅子をしまい立って作業をするのか、椅子に座って作業する

のかのどちらかに統一するべき。 

3－3．活動写真 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 絵を書くのがたのしかった。 

4 楽しかったあとびっくりしたいろいろたものがみたくなった。 

4 ピンホールカメラはさかさまにみえておもしろかったです。 

4 たいへんだったけどたのしかった！！ 

4 
前回のはかざりがぜんぜんできてなかったけど、今日はかざりがたくさん

できてうれしかったです。 

4 
えいがのようにうつっていてとてもすごかったです。次回もやってみたい

です。 

4 楽しかった。 

4 カメラがすごかったです。たのしかったから、またきたいです。 

4 たのしかった。 

4 楽しかったです。時間をもっと長くしてほしい 

4 
色がきれいで、絵をかいたり、レンズをはってったりしたのがたのしかっ

た。 

4 作るのはめんどくさかったけど、みるのはきれいだった。 

4 
むずかしかった。前に出て説明する人の説明が下手で、よくわからなかっ

た。近くの研究いんさんがやさしく、よくわかった。 

4 うつしたものがさかさまになっていたのでびっくりしました。 

5 かざりつけが楽しかった。 

5 
ピンホールカメラ作り楽しかったです。かざりつけで、カラーテープをつ

けるのがむずかしかったです。 

5 欠席 

5 
すごくたのしかったです。またちがうチャレンジアップにもおうぼしたい

です。 

5 欠席 

5 絵を書くのがたのしかった。 

5 欠席 

5 大学生がとてもおもしろかったです。 

6 
楽しかった。2 つくっつけたらふつうに見えたりするのかな？と思った。次

当たるといいな。 
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3）活動経過 
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C．松原小学校 12月 10 日 

1）取材報告（報告者：木村瞭汰） 

1．企画概要 

日時：12 月 11 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 19 名、大学 1・2 年生 12 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名、観覧保護者 2 名 3．

活動報告 

3－1．活動の様子 

・児童と大学生でコミュニケーションがとれていて交流しやすい雰囲気であった。 

・大学生の中で机に肘をついており悪い印象を与えかねないと思う。 

・大学生は児童の目線に合わせて話をしていて児童の緊張もほぐれていた。 

3－2．企画の内容 

・荷物を前もって外に出しておくこと。 

・ハサミを管理して必要時に取り出すことは非常に良い。 

・手を三回叩いて児童を切り替えさせるのは良い方法だが、周りの学生はそれに頼らずに声

掛けもするべき。 

・話すペースが全体的に早いので児童が聞き取れるよう、あせらずゆっくり話すこと。 

・作業スペースを確保するために必要のないものは別の場所に置いたり、児童の席の配置も

工夫するとよい。 

3－3．活動写真 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 

おもしろかった。楽しかった。びっくりした。レンズを取り付けるのがむ

ずかしかった。工作用紙を山折りにするのに力がいるから、むずかしかっ

た。でも、はさみを使ったら、かんたんにできた！！ 

4 欠席 

4 
ピンホールカメラの逆になるしくみがわからなかったけど、まること黒い

シートを使ったらよく分かった。 

4 
このピンホールカメラを作ったことや光の実験でいろいろなことをしるこ

とができ、楽しむことができました。また当選したら、また来たいです。 

4 
思ったよりたんじゅんにできたのでびっくりしました！また来たいです。

（なぜかクリスマス風になってしまった・・・） 

4 
フィルムがスクリーンの役割になっていて、家でも、いろんなところをう

つしてみたい。 

4 研究員がやさしくておもしろかったです。 

4 実験的でとも面白かったです。 

4 レンズを通ったら上下さかさになる 

4 
いろんな話をしたりしてすごく楽しかったです。むずかしいところもあっ

たけどすごくすごく楽しかったです。またきたいです。 

4 作るのがむずかしかった。 

5 今日初めて来たけど作るのがすごく簡単ですごく楽しかったです。 

5 色ぬりの時間は短いけど、楽しかった。 

5 いろいろなぎじゅつをつかってつくったのがたのしかった。 

5 
今までやった土曜チャレンジの中で一番難しかったけど、しあがりがとて

もよかった。苦労したかいがあったなと思います。 

5 もうちょっとぬりたかったです。めっちゃびみょうだった。 

5 
とっても楽しかったです。デコるのも楽しかったし、テープではるのは少

しむずかしかったけど、いい作品ができてよかったです。 

5 
デコる時に、レンズを花に見立てて、作ってみたり、工夫して作れまし

た。テープの色をクリスマスカラーにしたりしました。 

6 
箱の中をのぞいて内側の箱を引いてみたら、スクリーンみたいで面白いと

思いました。 

見学者 
ピンホールカメラを作るのがはじめてだけどお兄さんたちがおしえてもら

ったのですぐにわかりました。ありがとうございました。 
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3）活動経過 

 

 

 

 

 

 

 



55 

 

（５）ふりふり発電実験 

A．北城小学校 10月 29 日 

1）取材報告（報告者：山田蓮） 

1．企画概要 

日時：10 月 29 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 20 名、大学 1・2 年生名 10 名 

大学教員１名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

児童がコイル作りやLEDを取り付ける作業に対して、真剣に取り組んでいる姿が見られ、

班員と協力して、楽しそうに活動していた。児童に対して、大学生も作業をサポートし、子

供の目線に合わせて会話をしているところがとてもよかった。教室がいい雰囲気に包まれ

ていて、最初から最後まで、児童の顔が笑顔だった。 

3－2．企画の内容 

企画のテーマ通り、ふりふり発電実験は子供たちにもわかりやすい内容で楽しく取り組

んでいました。コイル作りと電磁誘導の説明の時、子供たちに伝わるように言葉だけで説明

するだけでなく、体を使って、体全体で大きく説明していたところに工夫が感じられました。 

改善点としては、パワーポイントの文字が少し小さく見づらかったので大きくした方がよ

り見やすくなるように思います。作業中、班に学生がいなく、子供たちだけで作業をしてい

る場面があったので班に必ず一人は学生がいたほうがいいと思います。 
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2）児童感想文 

学年 感想 

4 欠席 

4 楽しかった。べんきょうになった 

4 電気がつかなかった 

4 変な先生がたくさんいた。 

4 つかれる作業がいっぱいだったけど楽しかった 

4 欠席 

4 楽しかったです 

4 
なかなかつかなくて、ちょっとむずかしかったけど、家でも遊べるのでい

いアイディアだと思います。 

4 3 回目だけど、毎回とてもたのしいです！次回も来ます！ 

5 つかれた！！楽しかった！！ 

5 

一番大変だったのは、けずるのとコイルをつくること。コイルのまき方を

きんとうにまくのはきんとうがまずわからなかったのでむずかしかったで

す。けずるのもかなり力がいるので、大変でした。じしゃくとエナメル線

とストローとビニールテープとライトで電気がつくのは見たことも聞いた

こともなかったので良いけいけんになりました。ありがとうございまし

た。 

5 たのしかった 

5 
でんちを使わずにひかったのでびっくりした。かんどうした。これで夜道

もだいじょーぶー！ 

5 楽しかったです 

5 
おもしろかった、楽しかった、もう少し、むずかしいのもやってみたい。

ふるのがつかれる。 

5 楽しかった 

5 
ふってはつでんするのはむずかしいと思った。つくるのは楽しかったけ

ど、電気はつかなかったからざんねんだった。 

5 楽しかったです。またやりたいです。 

5 楽しかった。 

5 ぜんぜんつかなかった。じりょくがつよい。 

4 感想なし。 
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3）活動経過 
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B．松原小学校 11月 12 日 

1）取材報告（報告者：鈴木綾乃、松澤史憲） 

1．企画概要 

日時：11 月 12 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 11 名、大学 1・2 年生 8 名、 

大学教員 1 名、小学校関係者１名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

・どの学生も児童たちが飽きないような工夫が考えられた説明・活動の仕方であった。 

・児童の笑顔がたくさん見られ、児童が思い思いのよい作品を作れていた。 

・ハサミを入れるための箱があるなど児童の安全についてきちんと考えられていた。 

・電池なしで電気がつくことに驚いていた児童が多く、企画案がよいものであると感じた。 

3－2．企画の内容 

・児童によって作業時間に差が出てくることを考慮して待てるように新たなやることを考

えられていて児童があまり退屈に感じずにいられた。 

・説明で使う言葉を統一してあげた方が児童にはわかりやすいと思った。 

・作業中に学生が椅子に座っているのがちらほらあったのでやめた方がよい。 

・前に集めて説明をすることはもちろん大切だが、もう少しパワーポイントの活用を。 

・タイマーで何分間だけでなく、何時までなのかも伝えてあげるとよりよい。タイマーの黒

板への貼り忘れも注意。 

・前で説明をしている時に周りにあるものを手に取り遊んでいる子がちらほらいたので机

の上は必要最低限にした方がよい。 

・空いた時間で別のことをさせるのはよい考えだと思ったが、盛り上がりすぎてどっちがメ

インなのか分からなくならないように度合いを考えた方がよい。 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 予想より、おもしろかったです☆また来たいデース！ 

4 楽しかった 次回も行きたい 先生たちがおもしろかった。 

4 夜に使いたいすごかった 

4 初めてつくったのでたのしかった 

4 今日は、すごくたのしかったです。○○先生と○○先生がすごくおもしろかったです。 

4 ふりふりするとつかれるけどついたらうれしかったです 

5 すごい！楽しい光ってすごい。 

5 
電池なしで電気がつくのがすごいと思った。はじめてつくったけど電気がついてよかった。ど

う線をまくのがたいへんだった 
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5 じしゃくではつでんできるのがすごかったです。エナメル線をまくのが大変でした。 

6 ふるのは、つかれたけどたのしかった。 

見学者 フリフリ発電きをやってたのしかったです。２ともおもしろくていいかたがじょうでしてた。 

 

3）活動経過 
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C．勝川小学校 12月 17 日 

1）取材報告（報告者：村田 大晟） 

1．企画概要 

日時：１２月１７日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生２８名、大学 1・2 年生９名 

大学教員１名、小学校関係者１名、教育委員会１名、運営指導者１名、観覧保護者４名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 ・児童は最初から最後まで和気藹々とした空気があった。 

 ・特に授業開始直後から児童と学生間での会話のなかで笑顔がよく見られた。 

 ・学生は自分の班だけでなく、ほかの班や全体にも目を向けることが出来ていたと感じた。 

 ・障害を持つ子も参加していたが滞ることなく作業できるような説明がなされていた。 

3－2．企画の内容 

 ・電球を光らせるという企画であったが、天気がよく光が見にくく感じた子どもがいた。 

 ・障害を持った子も楽しく企画に参加できるような声掛けが本当によくできていた。 

 ・子どもの人数も多かったが丁寧に楽しく活動できていたと感じた。 

 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 ふるのが楽しかったです。 

4 
4 回目だけどまいかいまいかいたのしかった。ひかっていたのがふしぎだっ

た 

4 5 年生の勉強ができて楽しかった。 

4 ぜんぜんさいしょはなにをすれば分からなかったけど楽しかった 

4 あまり電気がつかなかった。 

4 
ふるのがけっこうたのしい。だけどふるとき、てがつかれた。つくってい

るときも楽しかった。 

4 ふるのがつかれるけどたのしい！！作るのがたのしかった。 

4 あんまひかんなかった。自分でやると。 

4 ふりふりするのがむずかしかった 

4 ぜんぜんひからない。ひかったとしてもみえない。 

4 

白いはくいの人のせつめいがわかりやすくてとちゅうまではふっても電気

がつかなかったけれど、白いはくいの人がおしえたらみどりはつかなかっ

たけれど赤がついた。このきかいでとても電気がたいせつなことをしりま

した。また電気をつかう、おこす実験をやってみたいです。 
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4 むずかしかった よそうしていたものとちがった 

4 
電池をつかっていないのについてびっくりしました。これからは、電気を

たいせつにつかいたいです。これからも参加したいです。 

4 でんちをつかっていないのにふったら電気がついてびっくりしました。 

4 楽しかったです。 

4 たのしかった 

4 かわいくてたのしかったです。 

5 しっぱいした。 

5 ストローにエナメル線をまくのが大変でした。ふるのが楽しかったです。 

5 
今日は、はじめてでとってもたのしかったです。ほかの実験もやってみた

いです。 

5 

ぼくは電気のことはまったくきょうみはなかったけどきょうの事業ではた

のしくつくっておしえてくれてありがとうございます。またやりたいで

す。 

5 
すこしおくれたりもしたけど、きれいにつくようにできてよかったしはく

いをきている人が手伝ってくれてよかった。 

5 てこつくれた。 

5 説明がおもしろかったです。 

5 たのしかたです 

6 
難しい暗い所でやってみないとコンデンサーにつないで発電能力を見てみ

たい。 

6 今日は、楽しかったです。 

6 欠席 
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3）活動経過 
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（６）万華鏡を作ろう！ 

A．松原小学校 10月 29 日 

1）取材報告（報告者：村田） 

1．企画概要 

日時：10 月 28 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 24 名、大学 1・2 年生 9 名 

大学教員 1 名、小学校関係者 1 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 ・児童は最初から最後まで和気藹々とした空気があった。 

 ・特に授業開始直後から児童と学生間での会話のなかで笑顔がよく見られた。 

 ・学生は自分の班だけでなく、ほかの班や全体にも目を向けることが出来ていたと感じた。 

3－2．企画の内容 

 ・企画の中で黒い紙を円形に切る場面があったが、児童が切る円が見にくいと言っていた。 

 ・円がボールペンで書かれていたので鉛筆、またはサインペンなど見やすいもので円を描

くなどの改善が必要であると思われる。 

 ・今回は装飾の時間が想定よりも必要になったのだが、それまでの作業がとても円滑に進

み、かつ学生の説明の時間を５分とってあったため、余裕をもって子どもたちが作品の制

作を出来たと感じた。 

  

2）児童感想文 

学年 感想 

4 
家で一回、万げきょうをつくったことがあったけど、作り方がちがったか

ら、また新しい体験ができたのでよかったです。 

4 
万げ鏡を作るのに、こんな身近なもので作れるなんて知らなかったので、

とてもおどろきました。 

4 しもんをつけていけないところがむずかしかった。 

4 
とってもきれいになってうれしかったです。先生もやさしかったです。い

けたらまたいきたいです。 

4 先生がいろいろとおもしろかった 

4 ふつうだった。その理由は、つくるのがむずかしかった。 

5 
ビーズのしゅるいがおおかったので、まよったけど、じょうずにできたか

らうれしかったです～！ 

5 
ビーズを入れるときビーズがばらまいたけど先生たちが助けてくれまし

た。中部大学のみなさんありがとうございます。楽しかったです！！ 
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5 めんどくさいのが多かった。楽しかった。マステがかわいかった。 

5 
おりがみをはるのがむずかしかったです。できあがったのを見たらとても

きれいでした。 

5 
マステがとてもかわいかったです。思ったいた以上によくできたのでよか

ったです。ありがとうございました 

5 画よう紙にマステをはるのが楽しかった。 

5 しもんがつきそうでつかなかった。せつめいがうまかった。 

5 かがみにしもんがつきそうだったびーずがとびちった。 

5 
ビーズをいれたときに、おもしろくできてたのしかった。またやりたいで

す。 

5 
ビーズを考えるのがむずかしかったけど楽しかったし、マステではるのが

楽しかったです。 

5 
万華鏡は初めて作ったけど、楽しかったです。特に、ビーズをいれたり、

デコったりするのが楽しかったです。またやってみたいです。 

5 
かざりつけをするのが楽しかった。かんげきょうを作るとちゅうに逆から

見るとプラネタリウムみたいでおもしろかった。 

5 

今日、初めてまんげきょうを作ったけど、かざりつけやマステをはったり

する時がたのしくて、かがみをつけたりしたときがむずかしかったです。

でも、おうちでも作ってみたいです。 

6 けんびきょうをたのしくつくれてたのしかった。 

6 
いままでまんげきょうをつくったことがなくてきょうつくってみてとても

たのしかったです。 

6 作るのは難しかったけどかんせいしたときうれしかった 

6 今日はとっても楽しかったです。 

6 いまいちなまんげきょう 

3 
まんげきょうのことをおしえてくれてありがとうございました。まんげき

ょうのことよくわかりました。 
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3）活動経過 
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B．北城小学校 11月 12 日 

1）取材報告（報告者：浅井） 

1．企画概要 

日時：１１月１２日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生２５名、大学 1・2 年生１１名 

大学教員１名、小学校関係者１名、運営指導者１名 3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 身近にあるトイレットペーパーの芯を使い、不思議な世界を見せてくれる万華鏡を児童

25 人と学生 11 人共に笑顔で楽しく怪我なく安全に作成しました。きれいに装飾し、完成し

たオリジナル万華鏡には児童一人一人の個性が表れていました。 

3－2．企画の内容 

企画を見ていて全体的に思ったことは活発的な活動だなと感じました。友達の万華鏡を

鑑賞する際に学生がよくできている子の万華鏡を褒めたり、一緒に感動したりしていてよ

かったです。 

はさみを使用する場面があったときにしっかりと注意していたので怪我なく企画を終わ

ることができました。しかし子供が活発過ぎて話を聞いていなかったり、話していたりして

いて指導してもすぐに話してしまっていたのでもう少し工夫が必要だなと感じました。 

3－3．活動写真 

  

                        

2）児童感想文 

学年 感想 

4 
まんげきょうを作ってみて、ミラーに三角形するときに、しゅもんをつけずにテープをつ

けるのがむずかしかったです。 

4 きれいたのしかった。 

4 
作のが楽しかった ハイパー楽しかった スーパー楽しかった 楽しい×1000 そのぐ

らい楽しかった 
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4 
マスキングテープを画用紙につけるのがたいへんだったのでこんごからつけるときはくふ

うをしてつけいたいです。 

4 
マスキングテープで自分のオリジナルができてよかったです。ビーズで色々な作品ができ

ていてみんなきれいだったので、これからも参加したいです。 

4 

たくさんのアイディアが光りました。かわいいビーズがたくさんあって、とてもきれいな

まんげきょうが作れてうれしかったです。これからも、たくさんのアイディアを光らせて

さんかさせてください。楽しかったです！これからもがんばってください。 

4 マスキングテープで、はるのをがんばりました。また次回も行こうと思います。 

4 
万げきょうを作ってみてとても楽しかったです。わたしはマスキングテープではったかみ

をはるのがむずかしかったです。 

4 
マスキングテープがあってきれいにできました。ビーズやモールがたくさんあってよかっ

たです。おりがみをいただきます。次も行きます。楽しみにしています。 

5 のぞいてみるといろいろな形のかざりがあってきれいでした。 

5 

いつもより博士がきびしく、3 さい児が強く、まんげきょうも作ったことがあり、でもマ

スキングテープをこんなに楽しくはれて自分で鉛筆を使い穴を大きくし、ふでばこをつつ

むなといわれボーズがおおすぎてこぼれテープをはるのをこだわり、たんとうの人がやさ

しく、楽しかったです。 

5 
プラパンを切るのがむずかしくビーズのりょうがわかりませんでした。先生もてつだって

くれたのでうれしかったです。フラワの形がおきにいりです。とてもたのしかったです。 

5 たのしかったです。またきたいです 

5 おり紙をはるのがむずかしかった。いろいろな種類があって、たのしかった。 

5 
きれいだった。オワタ 水たまりボンドトミーがいてこうふんした。サブもいた。またい

きたいと思った。 

5 べつにふつーだった。おり紙をはるのがむずかしかった。 

5 マスキングテープを使った。 

5 鏡にしもんをつけずにテープ等をはるのが、むずかしかった。かざりつけが楽しかった。 

5 楽しかった！！ 

5 とても楽しかった。次も行きたいです。 

5 たのしかったです。笑笑またきたいワロタ 

5 ビーズを入れるのが楽しかった。自分で種類を決められたから。 

5 たのしかった。こわれたのでざんねんだった。 

5 楽しかった！こんど、家で作りたいです 

5 楽しかった。きれいにできた。 
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3）活動経過 
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C． 松山小学校 12月 17 日 

1）取材報告（報告者：𠮷岡・鈴木） 

1．企画概要 

日時：12 月 17 日（土）9 時半～11 時半 

2．参加者 

小学 4～6 年生 33 名、大学 1・2 年生 16 名 

大学教員 2 名、教育委員会 1 名、運営指導者 1 名 

3．活動報告 

3－1．活動の様子 

 3 回目の活動なので、全体の流れをしっかり頭に入れて企画に参加していることが会場設

営の段階から伝わってきました。児童との関わり方も自然で、児童も学生も楽しそうに活動

していました。前で実演しながら説明している時に、机の上のゴミを片付けたり、整頓して

いる 1 年生がいて、周りをよく見て、自分が今何をすべきか理解して行動していることが

伝わってきて、1 年間を通してしっかり成長しているのではないかと感じることができまし

た。 

3－2．企画の内容 

指導の工夫として、前に児童を集めて実演しながら説明し、完成品を見せることは児童も

理解しやすいと感じました。しかし、全ての説明を実演すると、児童の作業時間が削られて

しまったり、パワポが活かされていないという課題もあると思います。また、タイマーで作

業時間を伝えることは徹底されていましたが、計画時の作業時間が短すぎて、延長してしま

うことが多々あり、これは計画時から改善できたのではないかと思います。フィルムを切る

時に、少し大きめに黒ペンで印をつけておくことで、児童がいきなり小さく切りすぎないよ

うにしている工夫があり、その工夫が児童の切りすぎをしっかり防止していて、よかったと

思います。最後に、はさみの扱い方について、班ごとで違いが見られるので、全ての班で統

一していくべきであると思いました。 

 

2）児童感想文 

学年 感想 

4 

今日やる時むずかしそうだなーと思っていたけれど楽しくやることができてむず

かしくなくて楽しくできてやさしい人がたくさんいてよかったです。また参加し

たいです。 

4 となりのはんと作品をみあったとき、ヒトそれぞれちがってよかったです。 

4 
すごくきれいなさくひんができてよかったです。ほかのみんなもきれいなさくひ

んができていました。 

4 さんかくと星のくっついていて、よかったです。 

4 今日はとてもきちょうな体けんができてとてもたのしかったしよかったです。こ
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のまんげきょうは一生のおもい出になると思います。ありがとうございまし

た！！ 

4 
まわりをかわいくでこできたり、びーずをいっぱいいれて、きれいにできてうれ

しかったです。いがいとかんたんですぐできました。またきたいです。 

4 
始めてさんかをしたけど、楽しかったです、またさんかして作ったりしたいで

す。 

4 
まんげきょうを作るのはたのしかったけれどむずかしかったです。中にビーズを

入れるときに中から飛び出すことがあったのでむずかしかったです。 

4 
プラバンをはるときは、むずかしかったけど、さいごのかざりつけや、ビーズを

つくるときが 1 番楽しかったです。ありがとうございました。 

4 楽しかった。 

4 
今回の土曜チャレンジアップは二回目です。今回はまんげきょうを作りました

が、とくにプラスチックばんをはめるのがむずかしかったです。 

4 
トイレットペーパーのしんなど、かんたんに入る物で作れるなんてびっくりしま

した。作れる時があれば、また作ってみたいです。 

4 
今日は、まんげきょうをつくって、とても楽しかったです。またやりたいと思い

ました。 

4 両面テープをはがすのがむずかしかったです。 

4 テープをはるのが楽しかった。 

4 

かんたんな所やむずかしい所もあったけど、先生がやさしく教えてくれたから、

こんなに楽しく、みんなで仲よく作れてよかった。ミラーをくっつけてみたと

き、とてもおもしろかったです。また、さんかしたいです。みんなで笑ってつく

れてよかった。 

4 
みんなの作品がとてもじょうずでした。同じはんの子はみんなかざりつけが上手

でした。家でも作りたいと思いました。かざりつけが一番たのしかったです。 

4 

万げきょうをなんかいかつくったことがありますが、かがみをいれてやるのは、

はじめてでした。モールやビーズを入れて、なかをきれいにしました。とてもか

んたんなさぎょうだったのでよかったです。 

4 
今日、この教室に来てとても詳しく教えてもらえてうれしかったし、たのしかっ

た 

4 
先生たちはってもやさしく教えてくれました。すごーいていねんでほめてくれま

した。うれしいですっ！また土ようチャレンジアップに来ます。 

4 
中にビーズやモールを入れたりするのが楽しかったです。マスキングテープでか

ざりつけするのも楽しかったです。 

4 今日はじめて土曜チャレンジアップ教室だったのでとても楽しかったです。 
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4 先生たちがわかりやすくおしえてくれてやさしかった。 

4 友だちのまんげきょうがきれいだったです。 

5 
いろんな人のきれいな作品が見れた。ちょうこわれやすくってこわかった。ちょ

っとむずい！ 

5 

今日まんげきょうをつくって一番むずかしかったのは紙をまんげきょうにはると

きでした。くふうしたのは終わってから時間があったのでうらがえして紙をもう

１回はりました。 

5 
むずかしかった たのしかった また作りたい つくるのがうれしかった 当せ

んにえらんでください！ 

5 
たくさんなつくりかたやひとそれぞれのこじんさがあってすごくたのしかったで

す。じかいもとうせんおねがいします。 

5 とても楽しかった。またおうほしたときに当せんさせてください！ 

5 

楽しかったです！材料は家にあるものがあったので、家でも作ってみたいです！

作り方はかんたんだったけど、ミラーとミラーをはるのがむずかしかったです。

何回か土曜チャレンジアップに来たことがあるけど、その中でも一番楽しかった

です！ 

5 

今日で 2 かいめですが、今日が一番楽しかった。むずかしかった所は、ミラーに

テープをはるときです。でも、優しくおしえてくださったので、うまくできまし

た。たのしかったのは、マスキングテープをはった時。またチャレンジアップを

やりたいです。楽しみにしています！ 

6 
身近なものを使ってまんげ鏡がつくれておどろいた。とても簡単だったのでおも

しろかった。 

6 
先生たちがやさしくおしえてくれてとてもわかりやすくてまんげきょうがきれい

に作れました。ありがとうございました。 
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3）活動経過 
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３．活動を振り返って 

（１）学生からの意見 

①６．７月の反省 

○6 月全体会反省 

・企画後の児童は班ごとにまとめて、昇降口まで送る。 

・企画書をよく見て、進行していく。 

  （児童への伝え忘れが多い。） 

・時間を気にして進める。 

・児童の作品であるため、学生は手を出しすぎない。 

・大学生の呼び方を統一する。～先生。 

・許可をもらっていないものを借りない。 

・児童への指示（例えば、前を向きなさい。）は大学生も聞く。 

 

○7 月全体会反省 

項目 反省 改善点 

1 班に学生がいなくな

ることがある。 

企画書を作る際に班についている学生が 2 人同時に抜け

ることがないように注意する。フリーで動ける人を置い

ておく。 

2 演示実験が見えづら

い。 

リハーサル、最終打ち合わせで確認。目的を理解し、そ

れにふさわしい配慮をする。 

3 使い終わった薬品、は

さみが出ている。 

企画書に片づけるタイミングも記載する。演示実験の場

合は使った人が責任を持つ。 

4 教壇への立ち入り禁

止のテープの色が見

えにくい。養生テープ

であっても、床がはが

れる。 

 

5 忘れ物の多発 準備物一覧のリストを作成する。 

6 児童の企画への感想

が少ない。 

企画中にできる限り企画に関係のある話を児童とする。

遊びに行っているのではない。 

7 タクシーの手配がで

きておらず、当日に焦

る。 

前日までにタクシーチケットを持っている人が手配。 

8 児童に作業時間を意

識させる。 

作業開始の指示の前に必ず作業時間を伝える。タイマー

を活用する。⇒タイマー4 台発注 

9 認定証の渡し方 児童へ一言ずつ声をかけて渡す。 
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10 教壇周辺に集まりき

っていないのに説明

を始める。 

発表者は全体を見よう。気づいた人が教えてあげよう。 

11 早く終わった児童へ

の対応 

企画書を作る段階で、裏番組（テーマに関連した問題を

提供）を用意する。 

12 演示実験の準備不足

＝学生が自身の役割

を認識していない。 

企画書に演示実験で使用する物を記載し、最初の発表者

が前もって確認しよう。 

13 小学校のものは元に

あった場所に戻す。 

机を動かす際は床にテープで目印をつけておく。備品を

借りた場合は、借りた人が責任をもって片づける。 

14 パソコン、パワポを置

く場所 

邪魔にならないならどんな場所に置いても良いが、コー

ドはしっかり処理し（床にテープで貼る）、児童が引っか

からないようにする。 ⇒PC とプロジェクターの延長

コード 2 本発注 

15 学生同士の呼び方が

あいまい 

「○○先生」で統一。友達ではなく先生としての振る舞

いをする。 

16 稲垣班：3 回手を叩い

たら黙るルール 

やるなら徹底する。 

17 兄弟も参加したいと

いう場合への対応 

「同席は可能（条件：保護者が同じ部屋にいること）だ

が、材料の提供はしない」で統一する。 

18 企画がたんたんと進

みすぎ 

パワーポイントを使用する必要はない。板書など、児童

が分かりやすいと思う説明方法を工夫する。 

 

[10 月企画に向けての徹底事項] 

・企画中の携帯電話は禁止。カバンの中に入れ、休憩中であっても出さない。 

・小学校の物はすべて、必ずもとにあった場所に戻す。 

・呼び方を「○○先生」で統一。「お兄さん」「お姉さん」は禁止。 

 また、振る舞いも先生らしくする。 

・延長コードなど児童が引っかからないように処理をする。 

・企画リーダーは準備物一覧のリストを作成する。 

・作業の時間をどの程度とるのか正確に伝える。タイマーを利用する。 

・児童に徹底させる前に、学生が模範となる行動を！ 

・企画書に薬品、刃物など危険物を片付けるタイミングを記載する。 

・タクシーは前日までにタクシーチケットを持っている人が呼ぶ。 

・企画書は予備実験の 3 日前までに提出し、予備実験時に配布→修正点を改善し、リハーサ

ル 3 日前までに再提出。 
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・取材班は白衣を着用する必要はない。その他の服装、頭髪などは全員同じ条件を課す。 

 

①来年につなげよう！1年間の反省点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   企画リーダー声かけ→全体声かけ 
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  ・指示語が多く伝わっていない。 
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   ・学生と子どもの呼び方統一  ・声を大きく。 
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 ・安全面への注意 
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②活動を通して、得た能力 

土曜チャレンジ・アップ教室に参加する学生を対象に 12 月下旬に、アンケートを実施

した。アンケート回答者は 44名。アンケートの結果は以下の通りである。 

ア．回答者の学年と性別 

 

 

 

イ．回答者の学年と活動回数 

 

 

 

 

ウ．回答者の学年と取材回数 

 

 

 

 

 

エ．回答者の学年と企画リーダー経験 

 

 

 

オ．活動全般を通して高まった力 

能力 学生意見 

責任感 

24 名 

1 つの説明は 1人で行うことで責任感が芽生えた。 

1 人 1人が責任もって行わないと成功しない。 

2 年生としてのふるまいをするようにしたため。 

相手が小学生だから、間違ったことが言えないから。 

与えられたことを精いっぱい頑張った。 

与えられた仕事を確実に行うから。 

企画リーダーを行い、しっかりしないとと思ったから。 

企画リーダーをしたから。 

グループリーダーをやって、自分がしっかりしないといけないという気持ちを強く持っ

た。 

最後のリーダーが決定打。 

自分 1人の行動が全体にかかわってしまうから。 

1年生 2年生 総計
男 17 13 30
女 8 6 14
総計 25 19 44

1年生 2年生 総計
2回 1 0 1
3回 5 3 8
4回 11 6 17
5回 8 10 18
総計 25 19 44

1年生 2年生 総計
0回 11 2 13
1回 9 14 23
2回 5 1 6
3回 0 2 2
総計 25 19 44

1年生 2年生 総計
無 20 7 27
有 5 12 17
総計 25 19 44
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自分でリーダーをやったから。 

自分の班の子の安全を第 1にと感じるから。 

全体に迷惑をかけてしまうから。 

人任せでは企画をやりきることができないから。 

一人がミスすると全体に響くので、ミスが許されなかったから。 

任された仕事をきっちりこなした。 

役割を果たそうと努力したから。 

やることに責任を持たなければいけないため。 

リーダーとして、企画を成功させるために。 

リーダーになってまとめたから 

リーダーをやったから。 

リーダーをやったから。 

リーダーをやってみて、人任せにできないと思ったから。 

洞察力 

12 名 

子どもの気持ちに立つことができた。 

子どもの様子や企画の進行状況などをよく見れるようになった。 

児童の動きをよく観察するため。 

児童をよく見て安全に気を付けた。 

取材班としてほかの班の良いところと改善点をしっかり見ることができた。 

全体をよく見て行動できたため。 

どういう子なのか判断できるようになった。 

班のことたち一人ひとりの進み方（スピード）を気にかけたから。 

前より表情などから何がしたいか読み取れる。 

周りを見ることができた。 

周りを見るよう意識できたため。 

リーダーがいかなるものかを良く見せてもらった。 

計画性 

9 名 

企画を進めていくうえで計画しなければならなかったから。 

企画を進めていく中で高まったと思うため。 

企画をどのようにするか考えたから。 

計画しないと失敗することを知ったから。 

計画をしっかり立てることをしたから。 

ちゃんと考えて活動しないと成功しないから。 

本番でミスが起こらないように準備したから。 

本番に向けて準備したから。 

リハーサルな度を通して、計画的に準備をすすめることができた。 

実践力 

9 名 

活動ごとに成長していった。 

企画後の反省会などでたくさん気づきが挙げられたから。 
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子どもと触れ合い、各々に合わせて対応できたから。 

子どもの前で話したから。 

これをしようと決めて実行した。 

実際に子どもの前に立って話をしたから。 

積極的に実践する子の大切さを学んだから。 

児童の前に立ち、実践ばかりだったから。 

前に立って話すことをしたから。 

指導力 

9 名 

企画リーダーをやって身についた。 

教師の立場になり、子どもたちに指導することができた。 

子どもたちに分かりやすく教えたから。 

子どもとの接し方を学べた。 

子どもの教え方を知った。 

説明、演示実験 

必死に教えたから。 

前での説明を考えたり発表したから。 

分かりやすい教え方を学ぶことができたから。 

判断力 

8 名 

安全面などを考えて行動で来た。 

活動中に、何か問題が起きた時の判断 

企画の時々のタイミングの判断により。 

計画通りに進まなかったとき、判断で来た。 

子どもの様子に合わせて行動しなければならないから。 

児童が予想してない動きを取った時のとっさの判断。 

児童の異変や危険を感じ取れるようになった。 

臨機応変に動かなければいけないことが多かったから。 

柔軟性 

7 名 

イレギュラーへの対応への対応 

様々な児童に合わせた関わり方ができた。 

児童に合わせた態度と話をできるようになった。 

児童の対応をしたから。 

トラブルへの対応 

何か問題が起きても解決する。 

予想外の物事に落ち着いて対応できた。 

協調性 

7 名 

企画作りの上で身についた 

協力して企画できた。 

協力する大切さを知ったから。 

仲良く協力した。 

話すことが苦手だったが、子どもと接していくことで話すことができるようになったか
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ら。 

班の人と仲良く活動できたから。 

みんなで仲良くするため 

積極性 

6 名 

活動中に児童と積極的に会話で来た。 

活動に対して積極的に参加できたと思うから。 

子どもたちと関わる姿勢を身に着けたから。 

準備も本番も自分から動くことを意識していた。 

積極的に取り組むことができたため。 

積極的に反省や意見が言えるようになった。 

活発性 

4 名 

子どもと活発にかかわることができたから。 

子どもと積極的に関われるようになったから。 

自ら進んで児童と話せた。 

元気が取り柄、発揮した。 

向上心 

4 名 

反省を生かしてさらに上を目指す気持ちがあったから。 

もっと良くなりたいと思えた。 

より成長したいと実感したから。 

よりわかりやすく、楽しい活動を目指したから。 

傾聴力 

3 名 

子どものつぶやきに気付くようになった 

1 人の児童を見ている間も周りの声を聴けるようになった。 

子どもの話をよく聞けた。 

応用力 

3 名 

企画中、アクシデントが起きても対応した。 

実施日に予想しないアクシデントが起きることが多かったから。 

状況に応じて行動することが必要だったから。 

組織力 

3 名 

1 つの班として仲間と目標に向けて一致団結できたから。 

団体としての絆が必要と分かったから。 

仲間との活動から身についた 

表現力 

3 名 

伝え方を学べた。 

話すときに興味を引くような話し方を工夫したから。 

前で話すときの話術が身についたから。 

発信力 

2 名 

児童に伝える力がついたから。 

周りへの情報の発信が必要となったから。 

社会性 

2 名 

社会性を学べた 

班員との協力 

思考力 

2 名 

実験について考えたから。 

より良い企画にするためにはどうしたら良いか考えたかったため。 

持続力 企画全部参加、取材班 2度参加 
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2 名 続けていくことができたため。 

共感性 

2 名 

児童への触れ合いの中でできていた。 

みんなから様々な意見を聞くことができた 

適応力 

1 名 
子どもによって話しかけ方、手伝い方を変えるようにしたため。 

伝達力 

1 名 
何かあった時に伝えないと大災事につながるから。 

分析力 

1 名 
同じことをするとしても、一人ひとりにあった声かけをしようと思ったから。 

理解力 

1 名 
企画に関する物事をすべて理解する必要があったから。 

論理性 

1 名 
打ち合わせの際にまとめることが多かったため。 

主体性 

1 名 
1 年生で企画を考えさせてもらった。 

確実性 

1 名 
ミスが起きないように注意深くなった。 

演技力 

1 名 
前に立つことで教師のような振る舞いが身についた。 

機動力 

1 名 
準備を早くするため。 

客観性 

1 名 
全体を見る機会が多かったから。 

構想力 

1 名 
どのように説明をするか考えた。 

 

（２）土曜チャレンジ・アップ教室を振り返って（教員から） 

 春日井市教育委員会から中部大学あてに、土曜チャレンジ・アップ教室に関する依頼連絡

をいただいたのは、平成 27 年 3 月 17 日のことであった。春日井市教育委員会から「土曜

日に様々な経験を積んでいる子どもたちがいる一方で、必ずしも有意義に過ごせていない

子どもたちも少なからずいる。春日井市では、子どもたちの自主性を高め、幅広い成長を促

すとともに可能性を広げるため、土曜日を有効に活用した多様な活動を実施したい。」との

依頼であった。子どもアカデミーでは、2014 年度までに大学へ小学生を招いたサイエンス

プログラムを実施していた。同様のプログラムを大学内ではなく、小学校現場にて活動させ

ていただく貴重なこの機会は学生にとって有意義な時間になると考え、参加させていただ

くことになった。 
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 2016 年 4 月に入り、春日井市教育委員会のご支援のもと、年間スケジュールと土曜チャ

レンジ・アップ教室を実施する春日井市立小学校 4 校が決定し、今年度の活動が始まった。

事前準備として、春日井市教育委員会のご支援のもと、土曜チャレンジ・アップ教室を実施

する各小学校の家庭科室の下見を各小学校の校長先生、教頭先生、教務主任の先生方による

ご協力を得て、5 月下旬に行った。下見では各小学校へ代表学生 3～4 名が参加し、土曜チ

ャレンジ・アップ教室を開催する教室の場所や室内の配置、備品の個数、さらには大学生や

児童の動線を確認した。また学内では、教科指導教員による企画内容や小学生への指導方法

についての研修会のほか、小学校における活動への心構えや身だしなみなどの助言を行っ

た。 

 6 月に入り、土曜チャレンジ・アップ教室が始動した。2016 年 12 月までに、のべ 401 名

の児童が参加してくれ、複数回にわたり継続して参加する児童もいた。土曜チャレンジ・ア

ップ教室の最後には児童らの感想を簡単にまとめて提出してもらった。児童らの素直な反

応は、企画内容の構成や学生の説明方法に加え、土曜チャレンジ・アップ教室を見直すきっ

かけとなり、次の企画を考える際の学生らの励みになった。また、土曜チャレンジ・アップ

教室を終えた学生からは上記のような感想が得られ、小学校現場での体験が学生自身の成

長とともに、個人の課題を得たことが伺える。以下では、土曜チャレンジ・アップ教室に立

ち会った教員の学生の活動に対する意見の中から特に多かった意見を列挙した。 

  ・活動の反省を行い、次の活動に生かしてほしい。 

  ・グループリーダーが 1 人で活動する姿が見られ（準備や片づけ）、学生同士のコミュ

ニケーションを大切にしてほしい。 

  ・企画内容を学生全員が細かくチェックする必要がある。 

 最後に、春日井市教育委員会と学校長に貴重な機会をいただいたこと、そして、指導運営

委員の方々には、土曜チャレンジ・アップ教室における安全面の配慮や児童への接し方につ

いてご指導ことに深く感謝したい。 
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成果公表 

味岡ゆいほか 9 名（2017）「大学生の「教育的人間力」育成を目指して―子どもアカデミーの歩

みと課題―」中部大学現代教育学研究紀要第 10 号、、pp.49-54 

広報 

あなたとの絆 

春日井市 No.1588「地域の皆さんと共に楽しく学ぶ」平成 28 年 6 月 1 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動情報の公開 

 なるほど！子どもアカデミーの HP を開設し、活動の様子を公開している。 

 

付記 

本活動は、中部大学現代教育学研究所「教育的人間力育成プロジェクトなるほど！子ど

もアカデミー]の研究経費の支援を受けた。 
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【配布資料】 

平成 28 年度現代教育学研究所研究発表会 

「教育的人間力」育成プロジェクト＜なるほど！子どもアカデミー＞活動報告 

 

（1）プロジェクトメンバー 

 代表：高木徹 

メンバー：吉田直子、小笠原豊、橋本美彦、小池嘉志、三島浩路、古市真智子、 

長尾寛子、味岡ゆい、（休会中：小熊伸一） 

（2）目的 

「子どもアカデミー」活動の目的は、児童教育学科の教育課程を補完する課程外の活動を

通して、学生の教育実践力、学びの意欲、地域貢献力などを育成するプログラムを開発し、

その活動が学生の「教育的人間力」をはぐくむことを実証的に明らかにすることを目指す。

また活動の継続を通して、最終的に持続可能な学びの体系化へとつなげていく。平成 28 年

度は児童教育学科学生 65 名（1 年生 32 名、2 年生 28 名、3 年生 5 名）、教員 9 名が参加し

た。 

（3）活動の報告 

平成 28 年度は、教科教育の発展的学習支援を目指した「土曜チャレンジ・アップ教室」

の運営を学生に実施させた。また活動期間中に学生対象の質問紙調査や随時教員打ち合わ

せを行い、実施した。土曜チャレンジ・アップ教室のねらいは児童らが小学校で学習した内

容を活かした企画を設定し、学習内容の応用を通して、児童らの発展的発想力を養うことで

ある。公立小学校 4 校へ出向き、小学 4～6 年生 30 名を対象に、1 校当たり年 4～5 回（6、

7、10～12 月）、土曜午前の 2 時間、学生が企画した活動を行った。活動は、春日井市教育

委員会より教材費のご支援、また公立小学校 3 校の校長先生及び教頭先生、企画管理指導

者にご尽力いただき実施した。学生は活動当日までに、活動スケジュール及び活動企画書、

児童配布資料の作成、さらに企画に関する教科理解などの企画研修を児童教育学科教員の

もと受講し企画に臨んだ。また、活動当日の企画運営、記録は学生主体で行い、活動後には

反省会を行い、月に 1 回の全体会では活動報告を通して学生間における学びの共有を図っ

た。全 19 回の活動に対し、学生はのべ 249 人、児童はのべ 401 名が参加した。 

（4）学生からの意見調査と来年度への課題 

 平成 28 年度の活動は、平成 27 年度から開始した土曜チャレンジ・アップ教室の開催校

数が 4 校へ増え、実施した。学生からの意見調査は 2 回、異なる対象者に行った。1 つ目

は、平成 27 年の活動に参加し、今年度小学校教育実習を受講した学生を対象に、子どもア

カデミーの活動について調査した。その結果、9 名中 7 名の学生が、教育実習における授業

の準備やその構成作業に対して、また教師としての心構えにおいて、大きな役割を見出す活

動であることと意見し、土曜チャレンジ・アップ教室は、プレ教育実習の場として効果的で

あることが分かった。しかし、学生自身の活動意義の明確化や教育実習との違いを明らかに
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することを前提として活動する必要があることが示唆された。2 つ目は、平成 28 年度の活

動を体験した 1、2 年生を対象に実施した。活動全般を通して、強く感じたことを聞いたと

ころ、児童とのコミュニケーション力や授業構成などの教育実践的な面だけでなく、今後受

講する教育実習への期待などが意見としてあがった。さらに、活動全般を通じて、高まった

力を聞いたところ、教育実践力だけでなく、学びの向上や他者と共生する力など、教育人間

力につながる力を学生自身が感じていることが分かった。今後は、学生の内・外面的な動き

を評価し、学生の「教育的人間力」育成について実証的な検討を試みたい。 
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あとがきにかえて 

 

 「子どもアカデミー」には春日井市内外から子どもたちが多数参加され、熱心に講座に取

り組んでいただきました。知的な活気にあふれる講座となったことをこの場を借りてお礼

申し上げます。 

本活動全体は、9 名の教員がそれぞれの専門性を生かしながら協同して推進しており、今

後も継続していく予定です。主な役割分担として、全体統括、渉外を高木、概念、理論研究

を吉田、学生への教科指導を高木・小笠原・橋本・小池・長尾・味岡、成果に関する調査研

究を吉田・三島・古市、運営事務を吉田・古市・味岡が担当していますが、適宜全員で協議

しながら進めました。本報告書もほぼ全員が何らかの形で執筆に関わっており、編集作業は

主に味岡が行いました。 

私たち教員の願いは、「子どもアカデミー」という地域に根ざした課外活動において、教

師を目指す学生たちが教職に関する実践力をさらに高め、人間的な成長を遂げていくこと

です。そのような仕組みとして「子どもアカデミー」そのものも成長していければと願って

います。 

これからも地域や関係のみなさまのご支援をお願い致します。 
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